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国
土
交
通
省

は
７
月
11
日
、

令
和
６
年
３
月

告
示
の「
標
準
的
運
賃
に
係

る
実
態
調
査
」（
６
年
度
調

査
）
結
果
を
公
表
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
運
賃
交
渉
を

実
施
し
た
事
業
者
の
割
合
は

上
昇
し
て
い
る
が
、
荷
主
か

ら
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
た

事
業
者（
希
望
額
収
受
と
一

部
収
受
）は
調
査
対
象
の
約

５
割
と
な
っ
た
。

調
査
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
会
員
事
業
者（
約

１
１
０
０
者
）と
、
ホ
ワ
イ

ト
物
流
推
進
運
動
に
お
い
て

把
握
し
た
荷
主
企
業（
約
２

０
０
社
）を
対
象
に
、
今
年

国
交
省
の
事
業
用
自
動
車

事
故
調
査
委
員
会
は
7
月
4

日
、
令
和
５
年
５
月
16
日
20

時
11
分
頃
、
宮
城
県
栗
原
市

の
東
北
自
動
車
道
下
り
線
で

発
生
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
衝
突
事
故
に

つ
い
て
、「
特
別

重
要
調
査
対
象
事

故
」
と
し
て
報
告
書
を
公
表

し
た（
別
掲
に
詳
細
）。

事
故
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
東
北
自
動
車
道
の
第
１
車

両
通
行
帯
を
走
行
中
、
車
両

故
障
の
た
め
同
通
行
帯
に
停

車
し
て
い
た
大
型
貸
切
バ
ス

と
、
同
バ
ス
の
後
方
で
故
障

対
応
し
て
い
た
運
転
者
お
よ

び
乗
客
２
名
に
衝
突
し
た
も

【
事
故
概
要
】

日
時
：
令
和
５
年
５
月
16

日
20
時
11
分
頃

概
要
：
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が

東
北
自
動
車
道
の
第
１
車
両

せ
て
、
約
75
％
の
事
業
者
が

荷
主
の
理
解
を
得
ら
れ
た
。

た
だ
、
こ
れ
を
事
業
者
全
体

で
み
る
と
、
運
賃
交
渉
に
つ

い
て
荷
主
か
ら
一
定
の
理
解

を
得
ら
れ
た
事
業
者
は
約
55

％
と
な
る
。

ま
た
、「
標
準
的
運
賃
」と

の
か
い
離
状
況
に
関
す
る
調

査
に
よ
る
と
、６
年
告
示
の

標
準
的
運
賃
の「
10
割
以
上

（
同
等
以
上
に
収
受
）」（
約
13

％
）、「
９
割
～
８
割
」（
約
32

％
）、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

８
割
以
上
収
受
で
き
た
事
業

者
が
約
45
％
と
な
っ
た（
グ

ラ
フ
①
）。
こ
れ
を
、
２
年

告
示
の
標
準
的
運
賃
で
比
較

す
る
と
、８
割
以
上
収
受
で

き
た
事
業
者
が
約
53
％
と
な

り
、前
年
度
調
査（
約
50
％
）

か
ら
増
加
し
て
お
り（
グ
ラ

フ
②
）、
適
正
な
運
賃
収
受

へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
。

国
交
省
は
７
月
14

日
、「
遠
隔
点
呼
及

び
業
務
後
自
動
点
呼

の
実
施
状
況
に
係
る

実
態
調
査
」
に
お
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い

る
。
遠
隔
点
呼
や
業

務
後
自
動
点
呼
が
活

用
に
至
っ
て
い
な
い

理
由
や
、
各
制
度
の

厚
生
労
働
省
は
６
月
25

日
、
令
和
６
年
度「
過
労
死

等
の
労
災
補
償
状
況
」
を
公

は
自
社
独
自
の
原

価
計
算
に
基
づ
く

自
社
運
賃
を
提
示

し
た
」（
約
25
％
）、

「
具
体
的
に
値
上

３
月
17
日
か
ら
28
日
ま
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

も
の
。

運
賃
交
渉
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
は
全
体
の
約
74
％

で
、
４
年
度
以
降
増
加
傾
向

に
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
標

準
的
運
賃
を
提
示
し
た
」（
約

41
％
）、「
標
準
的
運
賃
ま
た

の
で
、
こ
の
事

故
に
よ
り
、
大

型
貸
切
バ
ス
の

運
転
者
お
よ
び

乗
客
２
名
が
死
亡
し
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
者
が
重
傷

を
負
っ
た
。

調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

ト
ラ
ッ
ク
が
併
走
車
両
に
注

意
が
集
中
し
過
ぎ
に
よ
る
前

方
不
注
視
が
主
因
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
に

よ
る
疲
労
が
注
意
力
低
下
も

招
い
て
い
た
と
し
、
運
転
特

性
が
右
後
方
車
両
に
注
意
が

集
中
し
過
ぎ
の
運
転
行
動
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
バ

ス
側
に
対
し
て
も
、
緊
急
停

車
時
の
後
続
車
に
対
す
る
危

通
行
帯
を
走
行

中
、
故
障
の
た

め
同
通
行
帯
に

停
車
し
て
い
た

大
型
貸
切
バ
ス

と
同
バ
ス
の
後

方
で
故
障
対
応

し
て
い
た
運
転

者
お
よ
び
乗
客

２
名
に
衝
突
し

た（
参
照
・
事

故
概
要
図
）。

こ
の
事
故
に

よ
り
大
型
貸
切

バ
ス
の
運
転
者

お
よ
び
乗
客
２

名
が
死
亡
し
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
者
が
重
傷
を
負
っ
た
。

【
原
因
】

○
運
転
者

・
前
方
車
両
を
追
い
越
す

た
め
、
右
後
方
を
併
走
す
る

げ
額
や
値
上
げ
率
を
提
示
し

た
」（
約
８
％
）、「
新
た
な
運

賃
は
提
示
し
て
い
な
い（
既

存
の
自
社
運
賃
を
継
続
）」

（
約
26
％
）と
な
っ
て
い
る
。

交
渉
を
し
な
い
理
由
と
し
て

は
、「
真
荷
主
や
元
請
事
業

者
か
ら
契
約
が
打
ち
切
ら
れ

る
お
そ
れ
」「
真
荷
主
の
経
営

状
況
を
考
慮
」
と
回
答
す
る

事
業
者
が
多
い
。引
き
続
き
、

荷
主
に
対
し
理
解
の
た
め
の

周
知
・
啓
発
が

必
要
な
状
況
と

し
て
い
る
。

運
賃
交
渉
を

実
施
し
た
事
業

者
の
う
ち
、「
希

望
額
を
収
受

で
き
た
」（
約
36

％
）、「
一
部
収

受
で
き
た
」（
約

39
％
）を
合
わ

活
用
に
よ
っ
て
感
じ
た
効
果

な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、
各

険
防
止
措
置
が
不
十
分
で
あ

っ
た
こ
と
も
原
因
と
し
た
。

委
員
会
は
事
故
の
再
発
防

止
対
策
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
に
対
し
、
適
切
な
労

務
管
理
と
運
転
者
に
対
す
る

指
導
監
督
の
徹
底
を
求
め
、

特
に
、
改
善
基
準
告
示
の
厳

守
、
運
行
計
画
は
実
態
に
合

わ
せ
て
適
切
に
作
成
す
る
よ

う
提
言
し
た
。
ま
た
、
行
政

か
ら
受
け
た
改
善
指
示
事
項

は
、
指
示
を
受
け
た
営
業
所

に
と
ど
め
ず
、
全
営
業
所
で

共
有
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

運
転
者
に
対
す
る
指
導
監

督
の
徹
底
に
つ
い
て
も
、
前

方
不
注
視
に
つ
な
が
る
運
転

を
行
わ
な
い
よ
う
指
導
教
育

を
徹
底
し
、
常
に
前
方
や
周

乗
用
車
に
注
意
が
集
中
し
過

ぎ
て
前
方
不
注
視
。

・
長
時
間
労
働
に
よ
る
疲

労
が
注
意
力
の
低
下
に
影

響
。（
ト
ラ
ッ
ク
）

・
運
転
特
性（「
判
断
動
作

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
か
な
り
遅

い
」、「
注
意
の
配
分
が
十
分

で
な
い
」）が
、右
後
方
車
両

に
注
意
が
集
中
し
過
ぎ
の
運

転
行
動
に
影
響
。（
ト
ラ
ッ

ク
）・

警
告
灯
点
灯
を
放
置
、

ま
た
緊
急
停
車
時
の
後
続
車

に
対
す
る
危
険
防
止
措
置
が

不
十
分
。（
バ
ス
）

○
事
業
者
・
運
行
管
理
者

・
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
、
安

全
な
運
行
の
確
保
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
長
時
間
労
働
を
看

過
。(
ト
ラ
ッ
ク)

・
運
転
者
個
々
の
運
転
特

性
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な

囲
の
交
通
状
況
へ
の
気
配
り

の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
バ
ス
に
つ
い
て
は

高
速
道
路
上
に
お
い
て
、
車

両
の
故
障
等
に
よ
り
緊
急
停

車
し
た
時
の
適
切
な
対
応
に

関
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

委
員
会
は
、
平
成
26
年
6

月
に
設
立
さ
れ
た
事
業
用

自
動
車
が
係
わ
る

重
大
事
故
に
つ
い

て
、
そ
の
原
因
を

分
析
し
、
再
発
防
止
策
を
提

言
す
る
た
め
の
事
故
調
査
機

関
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
用
自
動
車
事
故
調
査

報
告
書
は
、
今
回
公
表
さ
れ

た
報
告
書
を
含
め
、
国
交
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
事
業
用

自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
」

の
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。

指
導
が
不
足
。(

ト
ラ
ッ
ク)

・
高
速
道
路
上
で
緊
急
停

車
し
た
時
の
適
切
な
対
応
に

関
す
る
指
導
監
督
が
不
十

分
。（
バ
ス
）

【
再
発
防
止
策
】

○
適
切
な
労
務
管
理
の
徹
底

・
改
善
基
準
告
示
を
厳
守

し
、
運
転
者
の
疲
労
を
蓄
積

さ
せ
な
い
運
行
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
。（
ト
ラ
ッ
ク
）

・
行
政
か
ら
受
け
た
改
善

指
示
は
、
指
示
を
受
け
た
営

業
所
に
と
ど
め
ず
、
全
営
業

所
で
共
有
す
る
こ
と
。（
ト
ラ

ッ
ク
）

○
運
転
者
に
対
す
る
指
導
監

督
の
徹
底

・
前
方
不
注
視
の
危
険
性

を
十
分
理
解
さ
せ
、
前
方
不

注
視
に
つ
な
が
る
運
転
を
行

わ
な
い
よ
う
指
導
教
育
を
徹

底
す
る
こ
と
。（
ト
ラ
ッ
ク
）

め
、
同
調
査
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

回
答
期
限
は
７
月
31

日
ま
で
。
左
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム

で
回
答
を
入
力
す
る
。

表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る
労

災
補
償
の
請
求
・
支
給
決
定

件
数
は
、業
種
別（
中
分
類
）

で
は
道
路
貨
物
運
送
業
、
職

種
別（
同
）で
は
自
動
車
運

転
従
事
者
が
全
職
種
中
、
依

然
と
し
て
最
も
多
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

６
年
度
の
脳
・
心
臓
疾
患

に
関
す
る
労
災
請
求
件
数

は
、
全
業
種
合
計
で
１
０
３

０
件
と
、
前
年
度
比
７
件
増

加
し
、
支
給
決
定
件
数（
業

務
上
と
認
定
し
た
も
の
）は

２
４
１
件
で
同
25
件
増
加
し

た
。
支
給
決
定
の
う
ち
死
亡

件
数
は
67
件
で
、
同
９
件
増

加
し
た（
以
下
、
増
減
は
前

年
度
比
）。

業
種
別
に
み
る
と
、
道
路

貨
物
運
送
業
に
お
け
る
請
求

件
数
は
１
５
５
件
で
16
件

減
少
し
た
一
方
、
支
給
決
定

件
数
は
76
件
で
10
件
増
加
し

た
。
支
給
決
定
件
数
の
う
ち

死
亡
件
数
は
21
件
で
５
件
増

え
た
。

職
種
別
で
は
、
自
動
車
運

転
従
事
者
の
請
求
件
数
は
１

６
３
件
で
20
件
減
少
し
た

が
、
支
給
決
定
件
数
は
72
件

で
８
件
増
加
し
、
支
給
決
定

件
数
の
う
ち
死
亡
件
数
は
19

件
で
３
件
増
加
し
て
い
る
。

道
路
貨
物
運
送
業
・
自
動

車
運
転
従
事
者
の
労
災
補
償

状
況
は
、
長
時
間
労
働
な
ど

を
背
景
と
し
て
、
業
種
・
職

種
別
で
い
ず
れ
も
最
多
の
状

況
が
続
い
て
お
り
、
改
め
て

労
働
環
境
・
条
件
の
改
善
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
、
精
神
障
害
に
関
す

る
労
災
請
求
件
数
は
、
全
業

種
合
計
で
３
７
８
０
件
と
２

０
５
件
多
く
、
支
給
決
定
件

数
は
１
０
５
５
件
で
１
７
２

件
増
加
し
た
。
支
給
決
定
の

う
ち
未
遂
を
含

む
自
殺
件
数
は

88
件
で
、９
件
増
加
し
た
。

業
種
別
で
は
、
道
路
貨
物

運
送
業
に
お
け
る
請
求
件
数

は
１
４
５
件
で
７
件
減
少
し

た
が
、
支
給
決
定
件
数
は
69

件
で
13
件
増
加
し
て
い
る
。

支
給
決
定
の
う
ち
自
殺
は

６
件
で
、
前
年
度
よ
り
２
件

増
加
し
た
。業
種
別
で
請
求・

支
給
決
定
件
数
は
全
業
種
中

で
い
ず
れ
も
３
番
目
に
多
か

っ
た
。

職
種
別
で
は
、
自
動
車
運

転
従
事
者
の
請
求
件
数
は
１

６
３
件
で
11
件
増
加
し
、
支

給
決
定
件
数
は
62
件
で
９
件

の
増
加
と
な
っ
た
。
支
給
決

定
の
う
ち
自
殺
件
数
は
、
前

年
度
と
同
じ
く
３
件
だ
っ

た
。
職
種
別
で
は
全
職
種
中

で
請
求
件
数
が
７
番
目
、
支

給
決
定
件
数
は
３
番
目
に
多

い
状
況
に
あ
る
。

制
度
の
改
善
点
の
把
握
や
周

知
施
策
の
検
討
を
行
う
た

・
夜
間
の
運
行
に
お
い
て

生
じ
る
様
々
な
危
険
に
つ
い

て
、
危
険
予
測
訓
練
の
手
法

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
理
解

を
深
め
さ
せ
、
常
に
前
方
や

周
囲
の
交
通
状
況
に
気
を
配

首
都
高
速
道
路
は
７
月
11

日
、８
月
の
お
盆
期
間
な
ど

の
渋
滞
予
測
を
取
り
ま
と

め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

で
公
表
し
て
い
る
。
８
月
は

１
年
の
中
で
渋
滞
が
多
い
月

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
開
し

て
い
る
渋
滞
予
測
カ
レ
ン
ダ

ー
を
参
考
に
、
利
用
日
・
時

間
帯
の
変
更
な
ど
、
余
裕
を

持
っ
た
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

渋
滞
予
測
に
よ
る
と
、８

る
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
。（
ト

ラ
ッ
ク
）

・
車
両
が
故
障
し
た
時
や

緊
急
停
車
し
た
時
の
適
切
な

対
応
に
関
す
る
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
。（
バ
ス
）

月
１
日・４
～
８
日
は
、

業
務
交
通
な
ど
の
集
中

に
よ
り
、
渋
滞
が
多
く

な
る
と
予
測
。
お
盆
期
間
中

（
９
～
17
日
）は
、比
較
的
渋

滞
が
少
な
い
傾
向
だ
が
、９

～
12
日
を
中
心
に
、
余
暇
交

通
な
ど
の
集
中
に
よ
り
、
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
接
続
部
の
川
崎

浮
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
や
湾
岸
線
葛
西

出
口
、
横
羽
線
み
な
と
み
ら

い
出
口
を
中
心
に
、
局
所
的

な
渋
滞
が
発
生
す
る
と
予
測

し
て
い
る
。

詳
細
は
、
首
都
高
Ｈ
Ｐ
を

参
照
。

10割以上

（標準的運賃）同等以上

10割以上

（標準的運賃）同等以上

10割以上

（標準的運賃）同等以上

10割以上

（標準的運賃）同等以上

「標準的運賃」の収受状況
（令和６年度契約締結）

45%45%

53%53%

n=1，070
5割未満

12%

7割～5割
36%

9割～8割
27%

10割以上

（標準的運賃）同等以上
26%

グラフ②

n=1，765
グラフ①

5割未満
15%

7割～5割
40%

9割～8割
32%

10割以上

（標準的運賃）同等以上
13%

二次元コード

運賃交渉実施は約74％

約55％荷主の理解得る

８
割
以
上
収
受
は
約
45
％

道
路
貨
物
運
送
業
・
自
動
車
運
転
従
事
者
が
最
多

２
年
告
示
比
で
は
増
加
に

国
交
省

６
年
度

「標準的運賃」
実態調査結果

事
故
の
再
発
防
止
に
取
り
組
み
強
化
を

国交省

事
業
用
自
動
車
事
故

調
査
報
告
書
を
公
表

遠隔点呼及び業務後自動
点呼実施状況調査 国交省

７
月
31
日
ま
で

労
災
補
償
状
況

厚
労
省
令
和
６
年
度

脳
・
心
臓
疾
患

の
補
償
件
数

首都高

８
月
お
盆
期
間
中

渋
滞
回
避
の
お
願
い

適切な労務管理　
運転者同士のコミュニケーションが重要

事業用自動車事故調査報告より
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２
日

理
事
会
▽
ダ
ン
プ
専

門
部
会
通
常
総
会

３
日

都
庁
・
区
役
所
専
門

部
会
通
常
総
会

４
日

紙
・
パ
ル
プ
専
門
部

会
通
常
総
会
▽
同
意
見
交

換
会
▽
同
懇
親
会

５
日

青
年
部
研
修
会
▽
同

納
涼
会

７
日

東
京
都
貨
物
輸
送
評

価
制
度
セ
レ
モ
ニ
ー
▽
食

糧
専
門
部
会
麦
・
粉
委
員

会
８
日

広
報
・
情
報
委
員
会

10
日

正
副
会
長
会

12
日

運
行
管
理
者
試
験
事

前
講
習
会

15
日

取
扱
事
業
・
積
合
専

門
部
会
通
常
総
会

４
日
㈪

17
時
＝
出
版・印
刷・

製
本
・
取
次
専
門
部
会
日

本
雑
誌
協
会
物
流
委
員
会

と
の
懇
親
会（
出
版
ク
ラ

ブ
ビ
ル
）

６
日
㈬

16
時
＝
ロ
ジ
研
正

副
本
部
長
会
議（
東
ト
総

合
会
館
）

７
日
㈭

15
時
＝
税
制
金
融

委
員
会（
東
ト
総
合
会
館

／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

８
日
㈮

９
時
＝
初
任
運
転

者
特
別
講
習（
東
ト
総
合

会
館
）

【
７
月
1
〜
15
日
】

【
８
月
1
〜
15
日
】

【
江
戸
川
支
部
】

◇
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社

城
東
主
管
支
店
＝
墨
田
区
立

川
４
の
17
の
１
▽
☎
03
・
５

６
５
６
・
２
６
６
０
▽
一

般
貨
物
運
送（
普
通
車
７
台
、

小
型
車
３
２
３
台
）、
軽
車

両
等
運
送（
75
台
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

６
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 123.2 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 121.1 円
☆元売り発行カード 平 均 = 127.1 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 127.1 円

い
る
。
新
聞
で
は
、
絵
画
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集
案
内

を
掲
載
し
て
い
る（
写
真
）。

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
事
業
と
し
て
、
生

活
と
経
済
を
支
え
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
業
界
で
交
通
事
故

の
防
止
や
地
球
環
境
の
保
全

に
努
め
て
い
る
こ
と
を
、
広

く
社
会
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。

【
実
施
要
領
】

〇
募
集
期
間
＝
９
月
12
日

ま
で（
必
着
）

東
ト
協
は
、
令
和

７
年
度「『
10
月
９

日
ト
ラ
ッ
ク
の
日
』

児
童
絵
画
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
実
施
に

伴
い
、
都
内
の
小
学

生
を
対
象
に
応
募
作

品
を
募
集
し
て
い
る
。

今
年
度
も
、
多
く

の
小
学
生
に
応
募
し

て
も
ら
う
た
め
、
都

内
小
学
校
に
配
布
・

掲
示
さ
れ
て
い
る
壁

新
聞『
フ
ォ
ト
ニ
ュ

ー
ス
』（
７
月
４
日
増

刊
号
）に
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
役
割
に
関

す
る
記
事
を
掲
載
。

漫
画
で
は
、
父
親

が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

い
う
設
定
。家
族
旅
行
中
に
、

娘
に
新
幹
線
の
車
両
が
ト
ラ

ッ
ク
で
運
ば
れ
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
、ほ
か
に
も
、様
々

な
モ
ノ
を
運
ん
で
い
る
こ
と

を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て

東
ト
協
は
こ
の
ほ
ど
、
東

京
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関

係
デ
ー
タ
集『
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
２
０
２
５
』（
令
和
６
年

度
版
、
Ｂ
５
判
・
56
頁
）を

発
刊
し
た
。

「
動
向
フ
ァ
イ
ル
」で
は
、

本
格
ス
タ
ー
ト
し
た「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
物
流
改
正

法
や
下
請
法
な
ど
の
法
改

正
、
標
準
的
運
賃
な
ど
、
一

連
の
動
き
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
た
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
取
り
巻
く

状
況
や
課
題
に
つ

い
て
は
、「
制
度
・

政
策
」「
経
営
環

境
」「
安
全
・
環
境

対
策
」「
新
技
術
・

シ
ス
テ
ム
活
用
」

の
項
目
ご
と
に
記
述
し
た
。

ま
た
、
東
ト
協
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
水
野
功
会
長
が

就
任
し
、「
２
０
２
４
年
問

題
」
へ
の
対
応
や
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
均
一
化
・
向
上
に
向

け
た
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
導

入
、
標
準
的
運
賃
の
届
出
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
ま

と
め
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
広

報
・
情
報
委
員
会（
鎮
目
隆

雄
委
員
長
）は
７
月
８
日
、

東
ト
総
合
会
館
で
、
令
和
７

年
度
第
１
回
委
員
会（
Ｗ
ｅ

ｂ
併
用
）を

開
催
し
、
今

年
度
児
童
絵

画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
お
よ
び

今
年
度
厚
生
労
働
省「
働
き

方
改
革
推
進
支
援
助
成
金

（
団
体
推
進
コ
ー
ス
）」
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
審

議
・
承
認
し
た
。

冒
頭
、
鎮
目
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
広
報
・
情
報
委
員

会
で
は
、
戦
略
的
広

報
と
し
て
、
新
聞
広

告
な
ど
を
使
っ
た
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。

賛
否
両
論
あ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
そ
れ
な
り

の
効
果
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
と
思
う
。

業
界
の
重
要
性
を
示

し
、
多
く
の
人
が
業

界
に
入
っ
て
く
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
広
報
事
業

は
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占

め
て
お
り
、
皆
様
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
良
い
方

向
に
向
か
う
よ
う
に
し
た

い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
今
年
度
の
児

童
絵
画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
に

つ
い
て
、
選
考
小
委
員
会
委

員
と
し
て
、
鎮
目
委
員
長
、

藤
井
千
枝
子
・
山
崎
和
弘
各

副
委
員
長
を
は
じ
め
、
加
川

一
江（
大
田
支
部
）、畔
上
慎

也（
世
田
谷
支
部
）、江
森
学

（
城
東
支
部
）
各
委
員
を
選

任
。
な
お
、
選
考
小
委
員
会

は
、
広
報
・
情
報
と
運
輸
安

全
の
各
正
副
委
員
長
な
ど
に

加
え
、
東
京
運
輸
支
局
の
織

田
陽
一
支
局
長
で
構
成
す
る
。

ま
た
、
今
年
度
の
参
加
賞

の
選
定
に
つ
い
て
審
議
し
、

応
募
者
全
員
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
と
色
鉛
筆（
12
色
）の

絵
画
セ
ッ
ト
を
贈
呈
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
児
童

絵
画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
の
募

集
告
知
チ
ラ
シ
や
、
漫
画
で

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
つ
い
て
解

説
し
た
小
学
校
壁
新
聞
の
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

続
い
て
、
今
年
度
の
厚
労

省「
働
き
方
改
革
推
進
支
援

助
成
金
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
審
議
し
、
読
売
新

聞
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

を
承
認
。内
容
に
つ
い
て
は
、

人
材
確
保
に
重
点
を
置
い
た

方
向
で
サ
イ
ズ
や
カ
ラ
ー
な

ど
、
デ
ザ
イ
ン
案
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
の
日「
本

部
ノ
ベ
ル
テ
ィ
」と
し
て
製
作

す
る
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
デ
ザ
イ
ン
を
報
告
。
各
支

部
に
配
布
し
、
各
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
す
る
予
定
だ
。

東
ト
協
青
年
部（
佐
藤
文

平
本
部
長
）は
７
月
５
日
、

墨
田
区
の
す
み
だ
フ
ッ
ト
サ

ル
ア
リ
ー
ナ
で
、
令
和
７
年

度
研
修
会
を
開
催
し
た
。
今

回
の
研
修
で
は
、
視
覚
障
が

い
者
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ「
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
」（
ブ
ラ

サ
カ
）の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
、
何
も
見
え
な
い

状
況
で
聴
覚
や
触
覚
だ
け
を

頼
り
に
行
動

す
る
こ
と
を

体
験
し
た
。

ブ
ラ
サ
カ

は
、
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
以

外
が
全
盲
の

選
手
で
、
ア

イ
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
音

の
出
る
ボ
ー

〇
応
募
資
格
＝
都

内
小
学
校
に
在
籍
ま

た
は
都
内
に
居
住
す

る
小
学
生

〇
募
集
作
品
テ
ー

マ
＝「
安
全
な
ト
ラ

ッ
ク
」「
環
境
に
や
さ

し
い
ト
ラ
ッ
ク
」「
働

く
ト
ラ
ッ
ク
」「
未
来

の
ト
ラ
ッ
ク
」

※
絵
画
の
中
に
は

必
ず「
10
月
９
日
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」
の
文

字
を
記
載
す
る
こ
と

〇
用
紙
サ
イ
ズ
・
画
材
＝

八
つ
切
り
画
用
紙
に
横
書
き

（
厳
守
）。
画
材
は
絵
の
具
・

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
自
由
。

〇
結
果
発
表
＝
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
行

う
。
詳
細
は
、
東
ト
協
Ｈ
Ｐ

を
参
照
。

〇
応
募
先
＝
〒
１
０
４
―

０
０
６
１
中
央
区
銀
座
５
の

14
の
１
銀
座
ク
イ
ン
ト
ビ
ル

７
Ｆ「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
児

童
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

（
ク
オ
リ
ア
ー
ト
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
総
務
部
広
報・情
報
Ｇ（
☎

03・３
３
５
９・４
１
３
４
）、

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
児
童
絵

画
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局（
☎

03
・
６
８
５
３
・
０
０
５
０
）

東
京
都
貨
物
自
動
車
運

送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

（
東
ト
協
）は
７
月
１
日

か
ら
14
日
ま
で
、
２
０
２

５
年
度
の
安
全
性
評
価
事

業（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）の

申
請
受
付
を
行
っ
た
。
東

ト
総
合
会
館
７
階
大
会
議

室
で
は
適
正
化
事
業
部
の

職
員
が
申
請
事
業
者
の
挙

証
資
料
の
確
認
な
ど
、
申

請
受
付
に
対
応
し
た（
写

真
）。

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
関
連
デ
ー
タ
と
し
て
、
事

業
者
数
・
車
両
台
数
・
輸
送

量
や
交
通
事
故
発
生
件
数
な

ど
を
収
録
。

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
総
務
部
広
報・情
報
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
４
１
３
４
）

ル
を
使
っ
て
プ
レ
ー
す
る
ス

ポ
ー
ツ
。

当
日
は
、
日
本
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
業
推
進

部
Ｄ
＆
Ｉ
グ
ル
ー
プ
・
事
業

運
営
部
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
営
業

グ
ル
ー
プ
の
岡
村
康
平
氏

と
、
品
川
Ｃ
Ｃ
パ
ペ
レ
シ
ア

ル
の
寺
西
一
選
手
が
講
師
と

な
り
、
ブ
ラ
サ
カ
の
基
本
行

動
な
ど
を
紹
介
し
た
。
寺

西
選
手
は
、
日
本
代
表
と
し

て「
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」（
２
０
２
１
年
開

催
）に
出
場
し
て
い
る
。

当
日
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を

付
け
た
状
態
で
の
準
備
運
動

づ
く
動
き
や
、
シ
ュ
ー
ト
な

ど
を
体
験
。
５
人
１
組
で
ボ

ー
ル
に
触
れ
る
ゲ
ー
ム
で

は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
装
着
し

た
人
が
ボ
ー
ル
を
パ
ス
す
る

人
の
も
と
に
異
動
移
動
し
、

30
秒
間
で
何
回
ボ
ー
ル
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
競

い
、
各
チ
ー
ム
で
動
き
や
す

パ
ス
回
し
や
、声
の
出
し
方
、

ボ
ー
ル
の
鳴
ら
し
方
な
ど
、

戦
略
を
練
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
青
年
部
メ
ン
バ

ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

学
ん
だ
こ
と
を
一
言
で
紙
に

書
き
、
各
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ

ぞ
れ
発
表
。
改
め
て
サ
ポ
ー

ト
の
重
要
性
、
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
仲

間
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
青
年

部
活
動
や
事
業
経
営
に
役
立

て
る
こ
と
と
し
た
。

か
ら
始
ま
っ
た
。
２
人
１
組

で
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
い

な
い
サ
ポ
ー
ト
役
が
指
示
さ

れ
た
準
備
運
動
を
声
だ
け
で

伝
え
た
。「
屈
伸
を
し
て
」と

い
う
だ
け
で
相
手
に
す
ぐ
に

伝
わ
る
一
方
で
、
ス
ト
レ
ッ

チ
の
や
り
方
を
言
葉
だ
け
で

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
体

験
し
た
。

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
役
の
誘

導
で
置
か
れ
た
ボ
ー
ル
ま
で

の
移
動
や
、
質
問
に
対
し
て

同
じ
回
答
を
し
た
人
が
集
ま

る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
言
葉
の

重
要
性
を
学
ん
だ
。

ブ
ラ
サ
カ
で
は
、
選
手
や

サ
ポ
ー
ト
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
に
、
①
声
を

出
す
、②
声
を
聞
く
、

③
相
手
へ
の
思
い
や

り
が
ポ
イ
ン
ト
と
説

明
し
た
。

こ
の
後
、
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
ブ
ラ
サ

カ
の
基
本
と
な
る
音

の
鳴
る
ボ
ー
ル
に
近

都内小学生から応募作品を募集中

児
童
絵
画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

東
ト
協

７
年
度

「
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
」
発
刊

東
ト
協

６
年
度
版

児
童
絵
画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
へ

新
聞
広
告
Ｐ
Ｒ
を
審
議

９
月
12
日
ま
で

東ト協 広報・情報委員会

東
ト
協
青
年
部
研
修
会

ブラインドサッカー体験

つながりの大切さを学ぶ

2025年度 Ｇマーク申請を受付
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（
６
月
20
日
、
東
ト
総
合
会

館
）新

部
会
長
に
髙
野
氏

定
量
積
載
運
行
の
徹
底
図
る

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
輸
送
部
会
と
と

も
に
、
安
全
輸
送
、
労
務
問

題
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の

取
り
組
み
を
行
う
。
取
り
組

み
に
当
た
り
、
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
、
部
会
員
間
で
の

問
題
意
識
の
共
有
を
図
る
。

ま
た
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

輸
送
車
両
の
定
量
積
載
運
行

や
交
通
法
規
の
遵
守
を
徹
底

し
、
輸
送
秩
序
の
確
立
と
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
休
会
中
の
部
会

員
の
扱
い
に
つ
い
て
審
議
し

た
ほ
か
、
今
後
の
通
常
総
会

の
開
催
方
法
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。な

お
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
を
行
い
、
部
会

長
に
副
部
会
長
の
髙
野
誠
氏

（
関
東
生
コ
ン
輸
送
）を
、副

部
会
長
に
委
員
の
大
島
浩
一

郎
氏（
晴
海
レ
ミ
コ
ン
輸
送
）

を
そ
れ
ぞ
れ
新
任
し
た
。
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（
６
月
24
日
、東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
・
瀧
澤
賢
司
部

会
長
）

荷
主
と
問
題
意
識
共
有

状
況
改
善
に
向
け
提
言

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

出
版
物
輸
送
の
存
続
が
危
惧

さ
れ
る
事
態
を
呈
し
て
き
て

い
る
が
、
出
版
物
に
は
根
強

く
大
き
な
存
在
価
値
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
部
会

員
間
や
荷
主
団
体
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
状
況

の
改
善
に
向
け
、
問
題
意
識

の
共
有
を
図
る
。

ま
た
、
荷
主
団
体
が
主
催

す
る
会
合
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
、
出
版
物
輸
送
業
界

の
現
況
の
認
識
に
努
め
、
改

善
に
向
け
て
の
提
言
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
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（
６
月
25
日
、
東
ト
総
合
会

館
）中

西
部
会
長
を
再
任

効
率
化
と
安
全
性
の
向
上
へ

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
ト
協
食
料
品
部
会
や
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
受
発

注
条
件
の
見
直
し
や
、
荷
待

ち
・
荷
役
・
検
品
各
時
間
の

削
減
な
ど
の
業
務
改
善
、
標

準
的
運
賃
の
収
受
に
向
け
た

取
り
組
み
に
加
え
、
荷
役
作

業
時
の
事
故
防
止
や
輸
送
品

質
の
向
上
お
よ
び
衛
生
管
理

の
徹
底
な
ど
、
各
種
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
方
針
。

ま
た
、
部
会
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
活
用
し
た
関
係
情

報
の
迅
速
な
共
有
化
な
ど
に

よ
る
部
会
活
動
の
活
性
化

や
、
新
規
加
入
事
業
者
の
獲

得
を
通
じ
、
組
織
の
強
化
と

拡
充
を
目
指
し
て
い
く
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
を
行
い
、
中
西

弘
毅
部
会
長
を
再
任
し
、
監

事
に
成
田
晋
也
氏（
成
田
運

輸
）を
新
任
し
た
。

髙野氏

東
ト
協
品
川

支
部（
石
川
康
司

支
部
長
）と
大
田

支
部（
谷
口
眞
二

支
部
長
）は
７
月

８
日
、
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ（
ピ
オ
）

で
、「
物
流
改
正

法
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。

開
催
に
先
立

ち
、石
川
品
川
支
部
長
が「
物

流
改
正
法
は
非
常
に
難
し
い

と
思
う
が
、
今
回
の
研
修
会

は
、
大
田
・
品
川
支
部
の
メ

ン
バ
ー
し
か
い
な
い
の
で
、

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
台
東
支
部

（
松
本
有
司
支
部

長
）は
７
月
15
日
、

台
東
区（
服
部
征

夫
区
長
）と「
大

規
模
災
害
時
に
お

け
る
資
機
材
等
の

提
供
に
関
す
る
協

東
ト
協
は
、

本
部
会
場（
東

ト
総
合
会
館
）

で
８
月
８
日
に

開
催
す
る
令
和

７
年
度
第
３
回

「
初
任
運
転
者

特
別
講
習
」
の

受
講
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て

い
る
。

事
業
規
模
の

小
さ
い
事
業
者

で
は
、
同
講
習

と
に
か
く
疑
問
が
あ
れ
ば
必

ず
質
問
を
し
て
ほ
し
い
。
そ

う
し
て
全
員
で
共
有
し
、
今

回
の
改
正
内
容
を
理
解
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
今
後

非
常
に
大
き
な
問
題
に

な
り
か
ね
な
い
。
何
度

で
も
質
問
し
、
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

ま
た
、
講
師
代
表
と

し
て
東
京
運
輸
支
局

の
小
林
聡
首
席
運
輸
企

画
専
門
官
が
あ
い
さ
つ

し
、「
今
回
、
法
改
正
の

施
行
と
い
う
と
こ
ろ
で

区
役
所
４
階
庁
議
室
で
締
結

式
が
行
わ
れ
、
松
本
支
部
長

と
服
部
区
長
と
の
間
で
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
服
部

区
長
は
、「
近
年
、全
国
各
地

で
地
震
あ
る
い
は
豪
雨
な
ど

の
大
規
模
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
、
災
害
へ
の
備
え
は
ま

す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い

る
。
特
に
、
発
災
直
後
の
迅

速
な
救
助
活
動
は
、
人
命
救

助
の
成
否
を
分
け
る
重
要
な

要
素
と
な
る
。
台
東
支
部
と

は
、
す
で
に
災
害
時
に
お
け

る
物
流
業
務
や
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
る

が
、
今
回
の
締
結
で
よ
り
迅

を
個
別
に
実
施
す
る
こ
と
が

難
し
い
面
が
あ
る
た
め
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

事
業
者
に
代
わ
り
実
施
す
る

も
の
。

受
講
対
象
は
、
原
則
と
し

て
都
内
の
会
員
事
業
所

に
所
属
す
る
初
任
運
転

者
な
ど
。
受
講
料
は
無

問
に
思
う
と
こ
ろ
を
質
問
し

て
も
ら
う
こ
と
は
、
現
場
の

声
を
知
る
上
で
非
常
に
重
要

だ
。
こ
の
改
正
法
を
成
長
さ

せ
て
い
く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
」
と
積
極
的

な
質
疑
を
促
し
た
。

説
明
会
は
２
部
構
成
で
行

わ
れ
、
第
１
部
は
牧
野
新
二

郎
運
輸
企
画
専
門
官
が
、
改

正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

に
つ
い
て
、
実
運
送
体
制
管

理
簿
作
成
関
係
を
主
体
に
改

正
の
趣
旨
の
ほ
か
、
改
正
下

請
法
を
解
説
。
第
２
部
は
桑

野
敏
樹
運
輸
企
画
専
門
官

が
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ

ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
命
を

72
時
間
以
内
に
救
出
す
る
た

め
に
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
の
到

着
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
10

㌢
㍍
の
隙
間
を
開
け
、
す
ぐ

東
ト
協
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
５

実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
森
本

勝
也
リ
ー
ダ
ー
）は
７
月
16

る
。
運
営
に
当
た
り
不
明
瞭

な
部
分
を
残
す
こ
と
な
く
、

各
支
部
に
お
い
て
情
報
を
展

開
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

議
事
で
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ（
Ｗ
Ｇ
）の

澤
幡
淳
リ
ー
ダ
ー
と
高
橋
益

衛
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
、
出
展

内
容
の
確
認
、
車
両
に
よ
る

搬
出
入
、
出
展
に
当
た
っ
て

の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
今
年
度
も
９
月

13
日
に
搬
入・準
備
を
行
い
、

同
14
日
午
前
９
時
30
分
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

フ
ェ
ス
タ
の
幕
を
開
け
る
。

こ
の
ほ
か
、
フ
ェ
ス
タ
開

催
当
日
に
実
施
さ
れ
る
、
世

界
陸
上
開
催
に
伴
う
交
通
規

制
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
同
日
、
第
６
回
フ
ェ

ス
タ
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ

明
し
、参
加
者
か
ら
多
く
の

質
疑
が
挙
げ
ら
れ
、
各
講
師

が
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
た
。

最
後
に
、
谷
口
大
田
支
部

長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
し

て
登
壇
し
、「
な
る
べ
く
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
に
努

め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

運
賃
や
下
請
法
な
ど
、
こ
の

物
流
二
法
は
変
わ
っ
て
い
く

と
想
定
さ
れ
る
。
今
後
は
許

可
更
新
制
な
ど
も
あ
る
の

で
、
改
正
法
に
注
意
深
く
関

心
を
持
ち
、
疑
問
点
は
遠
慮

な
く
相
談
し
て
ほ
し
い
。
こ

ち
ら
か
ら
協
会
や
支
局
に
働

き
か
け
て
い
く
」
と
締
め
括

っ
た
。

に
救
出
が
で
き
な
く
て
も

水
や
食
料
な
ど
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
72
時
間
を
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
道
具
と

し
て
、
大
型
バ
ー
ル
を
地
域

の
皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
述
べ
た
。

日
、
東
ト
総
合
会
館
で
出
展

企
業
・
団
体
お
よ
び
支
部
担

当
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を
そ
れ
ぞ

Ｇ
を
開
催
し
、
開
催
に
向
け

て
、
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、
能

登
出
張
朝
市
の
出
展
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
広
報
、
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
ス
テ
ー

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
た（
フ
ェ
ス
タ

特
集
を
12
面
に
掲
載
）。

澤
幡
Ｗ
Ｇ
リ
ー
ダ
ー
は
、

「
フ
ェ
ス
タ
の
成
功
に
向
け

て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

広
報
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
。
フ
ェ
ス
タ
の
運
営
に

は
、
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ー

ス
出
展
と
と
も
に
、
支
部
か

ら
の
手
伝
い
人
員
も
必
要
と

な
る
。
会
員
事
業
者
に
フ
ェ

ス
タ
へ
の
賛
同
・
協
賛
金
の

募
集
と
合
わ
せ
て
、
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

ま
た
新
し
い
法
律
が
成
立
し

た
が
、
決
め
事
と
い
う
線
で

引
く
と
、
必
ず
し
も
そ
の
線

引
き
だ
け
で
は
一
人
ひ
と
り

に
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
。
そ
の

た
め
、
こ
の
説
明
会
で
、
疑

速
な
人
命
救
助
な
ど
、
災
害

応
急
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
を
大
変

力
強
く
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
区

の
災
害
対
応
力
の
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
松
本
支
部
長
は
、

「
服
部
区
長
が
安
全
と
安
心

な
街
づ
く
り
を
強
く
提
唱
す

る
中
、
本
協
定
の
締
結
は
、

墨
田
支
部
で
一
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
災
害
対
策
機
材

の
提
供
に
習
う
形
で
、
特
に

コ
ス
ト
を
か
け
ず
、
短
時
間

で
配
備
可
能
な
大
型
バ
ー
ル

な
ど
を
区
内
の
支
部
会
員
の

事
業
所
な
ど
24
拠
点
に
配
備

す
る
も
の
で
、『
命
の
10
セ

ン
チ
』
活
動
と
名
付
け
て
い

る
」と
説
明
。

能
登
半
島
地
震
で
は
道
路

の
寸
断
に
よ
る
山
間
部
の
孤

立
化
が
問
題
視
さ
れ
、
台
東

区
内
の
下
町
地
域
で
も
、
橋

の
崩
落
な
ど
で
孤
立
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
。「
が
れ
き

料
。研

修
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時（
途
中
休
憩
を
含

む
）。
定
員
は
70
人（
定
員
に

な
り
次
第
受
付
終
了
）。
締

め
切
り
は
８
月
１
日
ま
で
。

講
習
修
了
後
、
受
講
者
に

は
修
了
証
明
書
を
交
付
す

る
。
た
だ
し
、
遅
刻
・
途
中

退
出
者
に
は
交
付
し
な
い
。

申
し
込
み
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）「
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
必
要
事

項
を
入
力
す
る
。

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
に
基
づ
き
、
初

任
運
転
者
に
対
す
る
特
別
な

指
導（
座
学
15
時
間
・
安
全

運
転
指
導
20
時
間
以
上
）の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

定
」を
締
結
し
た
。

協
定
は
、
災
害
発
生
時
に

台
東
支
部
会
員
事
業
者
の
事

業
所
な
ど
、
24
拠
点
で
保
有

す
る
バ
ー
ル
な
ど
の
工
具
を

提
供
し
、
被
災
者
の
人
命
救

助
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
締
結
し
た
も
の
。

こ
れ
に
伴
い
同
日
、
台
東

る
が
、
初
任
運
転
者
特
別
講

習
は
そ
の
教
育
内
容
の
一

部（
座
学
教
育
の
６
時
間
分
）

に
つ
い
て
、実
施
す
る
も
の
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
事
業
者

で
は
初
任
運
転
者
に
対
し

て
、
残
り
９
時
間
以
上
の
座

学（
積
載
方
法
、日
常
点
検
、

構
造
上
の
特
性
な
ど
実
車
指

導
を
含
む
）、
お
よ
び
20
時

間
以
上
の
添
乗
指
導
を
別
途

実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

旨
を
運
転
者
記
録
台
帳
な
ど

に
記
録
・
保
存
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
Ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
形
式
の
初
任
運
転

者
特
別
講
習
を
実
施
し
て
お

り
、
詳
細
は
東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

れ
開
催
し
た
。

支
部
担
当
者
説
明

会
で
は
、
森
本
リ
ー

ダ
ー
が「
フ
ェ
ス
タ

開
催
ま
で
２
か
月
と

な
り
、
少
な
い
期
間

の
中
で
準
備
・
検
討

を
進
め
て
い
る
。
今

年
度
は
、
各
支
部
に

は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で

の
ブ
ー
ス
出
展
や
本

部
企
画
な
ど
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
て
お

り
、
改
め
て
開
催
計

画
・
概
要
を
説
明
す

合
同
で
物
流
改
正
法
研
修
会

企
業
・
団
体
、支
部
説
明
会
を
開
催

「
命
の
10
セ
ン
チ
」確
保
へ
バ
ー
ル
を
配
備

東 ト 協
第２期ＰＢ 品川・大田支部 区と資機材等の提供協定を締結

東ト協 台東支部

東ト協
７年度 初任運転者特別講習

第
３
回（
本
部
会
場
）

７
月
14
日
受
付
開
始

東
ト
協
フ
ェス
タ
実
行
Ｐ
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ア
イ
エ
ム
エ
キ
ス
プ
レ
ス
▽

ア
サ
ヒ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

▽
ア
ル
プ
ス
運
送
▽
イ
ノ
ウ

運
輸
▽
伊
原
運
送
▽
井
門
サ

ー
ビ
ス（
◎
５
）
▽
ウ
エ
ル

ス
ト
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
▽
エ

ス
エ
イ
ロ
ジ
テ
ム
▽
Ｓ
Ｂ
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
▽
沖
倉
運

送
▽
奥
運
送
▽
加
賀
運
送
▽

三
つ
星

★
★
★

金
子
運
送
▽
関
東
急
行
運
輸

▽
協
同
企
画（
10
）
▽
桐
生

運
輸
▽
金
剛
運
輸
▽
佐
藤
商

運
▽
三
榮
商
會
▽
七
福
運
送

▽
柴
又
運
輸
▽
シ
ン
コ
ー
▽

新
藤
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
▽
諏

訪
運
輸
▽
成
光
運
輸
▽
セ
イ

シ
ョ
ウ
▽
青
和
運
輸
▽
タ
イ

ト
ー
物
流
サ
ー
ビ
ス
▽
都
築

運
輸
▽
東
京
サ
ー
ビ
ス
▽
東

京
商
運
▽
東
新
運
送
▽
ト
ー

ヨ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
▽
ト
ラ

ス
ト
・
ウ
ィ
ン
▽
ナ
ガ
オ
▽

中
根
運
送
▽
成
田
梱
包（
10
）

▽
西
町
運
送
▽
光
運
送
▽

藤
岩
運
輸（
◎
10
）
▽
藤
倉

運
輸
▽
富
士
宮
運
輸（
◎
10
）

▽
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
エ
キ
ス
プ

レ
ス
▽
松
原
運
送
▽
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
▽
丸
和
運
送
▽
ミ
タ

カ
・
リ
ノ
ベ
イ
ト
▽
武
蔵

関
運
輸（
◎
５
）
▽
森
田
産

業
運
輸
▽
横
川
貨
物（
◎
10
）

▽
横
急
▽
吉
田
運
輸
▽
菱
東

運
輸
倉
庫
▽
渡
邊
倉
庫
運
送

相
川
運
送
▽
青
葉
▽
青
柳
運

送
▽
浅
井
▽
ア
シ
ス
ト
ラ
イ

ン
▽
ア
ド
バ
ン
ス
芙
蓉
▽
ア

ペ
ニ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
天
野
運
送
▽
あ
や
め
運

輸（
５
）▽
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
有
澤

運
送
▽
磯
村
運
輸
▽
稲
垣
運

輸
▽
入
船
物
流
シ
ス
テ
ム
▽

磐
根
▽
上
野
運
輸
▽
内
堀
梱

二
つ
星

★
★

包
運
輸
▽
梅
田
運
輸
▽
栄

光（
10
）
▽
Ｎ
Ｔ
Ｓ
ロ
ジ
▽

エ
フ
エ
ス
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
▽
エ
ム
・
エ
ス
・
カ
ン
パ

ニ
ー
▽
エ
ム
・
エ
ス
サ
ー
ビ

ス
▽
大
島
運
輸
▽
オ
ー
タ
カ

▽
大
谷
清
運
▽
大
塚
運
送
▽

大
塚
組
▽
尾
﨑
梱
包
▽
カ
ー

レ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス（
５
）
▽

葛
西
物
流（
10
）
▽
カ
タ
オ

カ
ロ
ジ
ッ
ク
ス
▽
葛
飾
物
流

（
10
）
▽
金
子
運
輸
▽
金
城

運
輸
▽
亀
戸
運
送
▽
川
口
商

事
▽
関
東
商
事
▽
岸
澤
運
輸

▽
北
多
摩
運
送
▽
協
同
運
輸

▽
共
立
マ
イ
ラ（
５
）
▽
協

和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
金

方
堂
運
輸
▽
ケ
イ
・
エ
ス
・

ラ
イ
ン
▽
ケ
イ
・
エ
ム
▽
京

王
運
輸
▽
京
葉
青
和
▽
ケ
ー

ズ
ラ
イ
ン
▽
興
真
運
送
▽
恒

生
運
輸
▽
晃
和
▽
国
分
▽
寿

運
送
▽
サ
ク
ラ
運
送
▽
佐

藤
運
送
▽
サ
ン
ウ
エ
イ（
５
）

▽
三
急
運
輸
▽
三
協
運
輸
▽

三
光
運
送
▽
三
港
運
輸
▽

三
進
▽
ジ
ー
エ
ス
ケ
イ（
10
）

▽
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
物

流
▽
島
村
運
輸
倉
庫（
◎
10
）

▽
志
村
運
送
▽
上
昇
運
輸
▽

新
聞
輸
送
▽
す
ず
か
梱
包
運

輸
▽
ス
ピ
ン
▽
関
口
運
輸
▽

千
石
運
送
▽
大
昌
運
輸
▽
ダ

イ
ト
▽
タ
カ
セ
運
輸
倉
庫

（
10
）
▽
田
口
運
送（
10
）
▽

竹
内
運
輸
工
業
▽
竹
鼻
運
送

▽
田
中
陸
運
▽
多
摩
運
送
▽

多
摩
恵
運
輸
▽
多
摩
八
光
運

輸
▽
田
丸
運
輸（
10
）
▽
千

歳
運
輸（
◎
５
）
▽
千
代
田

運
輸
▽
筑
波
運
輸
建
設
▽
東

亜
物
流
▽
東
栄
運
送
▽
東
京

港
運
送
▽
東
京
ユ
ニ
オ
ン
物

流
▽
東
京
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
小

林
徳
市
運
送
▽
東
昌
運
輸
▽

東
配
▽
東
武
高
活
運
輸（
10
）

ジ
ャ
パ
ン
▽
キ
ャ
リ
ー
ア
ー

ト
▽
共
立
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

▽
ギ
ン
テ
ッ
ク
▽
京
浜
運
送

▽
京
北
倉
庫
▽
健
和
流
通
▽

小
岩
相
互
運
輸
▽
江
商
運
輸

▽
幸
德
運
輸
▽
興
農
▽
小
島

運
送
▽
コ
ス
モ
便
▽
小
関
商

事（
５
）
▽
こ
ん
わ
運
輸
▽

櫻
商
事
▽
サ
ン
・
エ
キ
ス

プ
レ
ス（
10
）
▽
三
喜
運
輸

（
10
）
▽
サ
ン
ケ
イ
城
北
広

告
社（
10
）
▽
三
進
運
輸
▽

三
和
運
輸
▽
シ
ス
テ
ム
ラ
イ

ン
▽
篠
﨑
運
送
店
▽
ジ
ャ
パ

ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク（
５
）
▽
自

由
ヶ
丘
運
送
▽
昌
登
物
流
▽

昭
和
梱
包
運
送
▽
新
光
運
送

▽
新
興
運
輸
▽
新
宿
運
輸
商

事
▽
新
寿
堂
運
輸
▽
鈴
木
運

送（
10
）
▽
鈴
木
商
店
▽
鈴

直
運
送
▽
鈴
直
運
輸
▽
砂
町

運
輸
▽
ス
ワ
ン
サ
ー
ビ
ス
▽

相
互
梱
包
運
送
▽
大
作
輸
送

【
10
年
連
続
評
価
】

最
優
秀
（
◎
10
）

優

秀
（
10
）

【
５
年
連
続
評
価
】

最
優
秀
（
◎
５
）

優

秀
（
５
）

東
京
都
の

「
貨
物
輸
送
評

価
制
度
」で
は
、

令
和
７
年
度
評

価
取
得
事
業
者

が
４
０
２
社
と

な
っ
た
。
こ
の

ま
た
、
グ

リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
Ｇ
Ｅ

Ｐ
）
参
加
事

業
者
は
３
３
２
社
で
評
価
全

体
の
82
・
６
％
、
会
員
事
業

者
の
96
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
。さ

ら
に
、
10
年
連
続
評
価

取
得
事
業
者
と
し
て
33
社

（
う
ち
会
員
29
社
）、５
年
連

う
ち
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
会
員
事
業
者
が
３
４
３
社

（「
三
つ
星
」54
社
、「
二
つ
星
」

１
５
４
社
、「
一
つ
星
」１
３

５
社
）と
、
評
価
事
業
者
全

体
の
85
・
３
％
と
多
数
を
占

め
て
い
る（
別
掲
）。

続
25
社（
同
19
社
）を
認
定
。

特
に
高
い
評
価（
星
数
）を

継
続
し
て
い
る
10
年
連
続
・

７
社（
同
４
社
）、５
年
連
続・

５
社（
同
４
社
）の
事
業
者

を
最
優
秀
事
業
者
と
し
て
い

る
。東

ト
協
は
７
月
７
日
、
新

宿
区
の
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

総
合
会
館
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
参
加

事
業
者
を
対
象
と
し
た「
貨

物
輸
送
評
価
制
度
セ
レ
モ
ニ

ー
」
を
開
催
。
東
京
都
か
ら

今
年
度
の
評
価
取
得
事
業
者

代
表
に
評
価
証
明
書
が
、
10

年
連
続
お
よ
び
５
年
連
続
評

価
取
得
事
業
者
の
各
代
表
に

認
定
書
が
授
与
さ
れ
た
。

同
制
度
は
自
動
車
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
推
進
す
る
仕

組
み
と
し
て
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者（
緑
・
黒
ナ
ン

バ
ー
事
業
者
）の
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
の
日
常
的
な
努
力

を
実
走
行
燃
費
で
評
価
す
る

も
の
で
、
平
成
24
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
、今
年
で
13
年
目
。

毎
年
、東
ト
協
会
員
事
業
者・

Ｇ
Ｅ
Ｐ
参
加
事
業
者
が
評
価

取
得
事
業
者
の
多
く
を
占
め

て
い
る
。

東
京
都
は
荷
主
に
対
し
て

評
価
取
得
事
業
者
の
利
用
を

推
奨
し
、
運
輸
部
門
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。
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（
７
月
２
日
、
東
ト
総
合
会

館
）平

池
部
会
長
を
再
任

全
ト
協
と
連
携
し
情
報
共
有

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

ダ
ン
プ
輸
送
業
界
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
つ
い
て
、
部
会

員
間
の
情
報
共
有
や
意
見
交

換
な
ど
を
通
じ
て
状
況
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
画

な
ど
を
通
じ
て
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
部
会
と
連
携
の
上
、
業
界

の
健
全
化
に
努
め
る
。

ま
た
、
警
察
な
ど
行
政
か

ら
安
全
に
関
す
る
注
意
喚
起

な
ど
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た

際
に
は
、部
会
内
に
周
知
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
い
く
方

針
。ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
を
行
い
、
平
池

彰
規
部
会
長
を
は
じ
め
、
各

役
員
を
再
任
し
た
。

議
案
終
了
後
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
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（
７
月
３
日
、
東
ト
総
合
会

館
）川

上
部
会
長
を
再
任

健
全
な
競
争
入
札
を
目
指
す

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
、

関
連
事
業
へ
の
全
体
構
成
比

は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
官
公
需
業
務
輸
送
業
界

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い

て
、
部
会
員
間
で
の
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

状
況
の
改
善
を
図
る
。

ま
た
、
都
お
よ
び
都
内
の

す
べ
て
の
区
が
発
注
す
る
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
契
約
の
競
争
入

札
に
お
い
て
、
過
度
の
値
引

き
に
よ
る
公
平
性
を
欠
い
た

契
約
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な

▽
東
邦
運
輸
▽
東
洋
運
輸

（
10
）
▽
日
京
運
輸（
10
）
▽

日
伸
運
輸
▽
日
本
運
輸
▽
沼

尾
興
業
▽
野
辺
運
輸
▽
柏
栄

産
業
▽
白
陽
運
輸
▽
八
大
▽

花
畑
運
送
▽
林
運
輸
▽
ハ
ヤ

シ
配
送
サ
ー
ビ
ス
▽
彦
新
▽

ヒ
サ
ゴ
サ
ー
ビ
ス
▽
日
の
丸

商
運
▽
富
士
興
業
▽
フ
ジ
サ

ー
ビ
ス
▽
ふ
そ
う
運
搬
社
▽

府
中
自
動
車
▽
プ
ラ
イ
ム
物

流
▽
古
川
商
事
運
輸
▽
辨
天

お
が
わ
運
輸
▽
芳
和
輸
送
▽

ホ
ク
シ
ン
運
送（
10
）
▽
墨

東
企
業
運
輸
▽
堀
井
運
送
▽

松
下
運
送
▽
松
雄
運
送
▽
眞

見
運
送（
５
）
▽
丸
伊
運
輸

▽
丸
一
物
流（
◎
５
）
▽
丸

栄
運
送
▽
丸
加
運
送
店（
５
）

▽
丸
昭
運
輸
▽
丸
正
運
輸
▽

丸
信
運
輸
▽
丸
武
運
輸
▽
丸

中
▽
丸
福
運
輸
▽
三
鷹
運
送

▽
三
星
・
運
送
▽
皆
木
運
輸

▽
大
拓
▽
大
徳
運
輸
▽
タ
イ

ヨ
ー
リ
ク
テ
ム
▽
高
尾
貨
物

▽
髙
木
商
事
運
輸
▽
タ
カ
セ

運
輸
集
配
シ
ス
テ
ム
▽
滝
野

川
梱
包
運
輸
▽
武
智
運
送
店

▽
田
邉
商
店（
５
）
▽
多
摩

総
業
▽
中
央
車
輌
輸
送
▽
帝

都
運
輸
機
工
▽
天
山
運
輸
▽

東
海
運
輸
▽
東
京
共
同
ロ
ジ

テ
ム
▽
東
京
食
料
運
輸
▽
東

京
荷
役
管
理
▽
東
紅
流
通
セ

ン
タ
ー
▽
東
新
ト
レ
ー
ラ
ー

エ
キ
ス
プ
レ
ス
▽
東
都
運
搬

社
▽
東
都
配
送
▽
東
洋
興
業

▽
ト
ー
ト
ラ
▽
都
北
運
輸
▽

ト
ラ
ン
ス
ネ
ッ
ト（
５
）
▽

永
井
▽
中
彦
運
送
▽
中
村
商

事
▽
成
増
運
輸
▽
成
増
興
業

▽
西
口
物
流（
５
）
▽
ニ
ッ

コ
ー
▽
日
産
物
流
▽
日
昭
運

輸（
５
）
▽
ニ
ッ
タ
▽
日
本

興
運
▽
日
本
梱
送
▽
ニ
ュ
ー

ラ
イ
ン
東
京
▽
の
ぞ
み
運
輸

倉
庫
▽
三
村
運
送
▽
都
流

通
商
会
▽
武
蔵
野
運
送（
10
）

▽
村
山
運
輸
▽
明
和
運
輸
▽

メ
ッ
ド
ト
ラ
ス
ト
東
京
▽
本

島
運
送（
５
）
▽
ヤ
カ
タ
興

運
▽
柳
沢
運
輸
▽
八
武
崎
運

送
▽
山
武
運
輸
▽
結
城
運
輸

倉
庫
▽
用
賀
運
送
▽
吉
澤
運

輸
▽
凌
雲
物
流
▽
ロ
ー
ド
ラ

ン
ナ
ー
▽
ワ
ー
ク
オ
ン
ク
リ

エ
イ
ト

緋
田
運
輸（
10
）
▽
淺
見
運

輸
倉
庫
▽
荒
木
運
送
▽
井
荻

運
送
▽
石
山
運
送
▽
石
和
▽

海
野
運
送
▽
栄
晃
産
業
▽
エ

ス
ケ
イ
運
輸（
10
）
▽
Ｓ
Ｙ

▽
大
藏
▽
大
倉
企
業
▽
大
澤

組
▽
大
友
運
輸
▽
大
森
運
送

▽
小
川
工
営
▽
奥
住
運
輸
▽

小
作
物
産
▽
開
星
運
輸（
10
）

▽
金
原
運
送
店
▽
キ
ャ
ス
コ

一
つ
星

★

（
５
）
▽
羽
田
運
送
店
▽
早

川
運
送
▽
晴
栄
運
送
▽
ビ
ー

ワ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
▽
光

が
丘
運
輸
▽
ひ
か
り
物
流
▽

平
野
運
送
▽
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

▽
藤
島
運
輸
▽
舟
津
運
送
▽

古
屋
運
送
▽
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ

▽
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
▽
北
斗
シ

ス
テ
ム
輸
送
▽
堀
内
運
送
▽

町
田
運
送
店（
10
）
▽
マ
チ

ダ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
▽
丸
磯

運
輸
▽
丸
オ
奥
田
商
店
▽
丸

嘉
運
輸
倉
庫
▽
丸
橋
運
送
店

▽
マ
ル
ヤ
マ
サ
ー
ビ
ス
▽
三

浦
運
送
▽
み
す
ゞ
興
業
▽
水

野
運
送
▽
宮
本
運
送
▽
三
好

運
送
▽
武
蔵
通
商（
10
）
▽

武
蔵
野
▽
武
蔵
野
清
運（
10
）

▽
森
田
商
運
▽
茂
呂
運
送

（
５
）
▽
弥
栄
運
輸（
10
）
▽

柳
川
運
送
▽
横
山
運
送
▽
菱

新
運
輸
▽
ロ
ジ
ス
ペ
ッ
ク

い
よ
う
、地
元
を
本
拠
と
し
、

社
会
保
険
の
加
入
な
ど
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し

て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
標
準
的
運
賃
を
踏
ま
え

た
、
適
正
な
運
賃
・
料
金
で

応
札
で
き
る
よ
う
、
輸
送
秩

序
の
確
立
に
努
め
る
方
針
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
い
、
川
上
彰

部
会
長
を
は
じ
め
、
各
役
員

を
再
任
し
た
。
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（
７
月
４
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
木
村
朋
広
部
会
長
）

部
会
員
・
荷
主
と
情
報
共
有

現
場
の
声
反
映
で
改
善
へ

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

紙
・
板
紙
の
需
要
が
と
も
に

昨
年
比
で
２
・
４
％
減
の
２

０
６
０
万
㌧
と
予
測
さ
れ
る

厳
し
い
状
況
の
中
、
紙
・
パ

ル
プ
輸
送
事
業
者
が
直
面
し

て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
部

会
員
間
や
荷
主
と
の
情
報
交

換
を
通
じ
て
、
問
題
意
識
を

共
有
す
る
。

ま
た
、
荷
待
ち
時
間
の
問

題
や
、
納
入
先
に
お
け
る
荷

渡
し
方
法
、
契
約
に
基
づ
か

な
い
附
帯
作
業
な
ど
、
現
場

の
状
況
把
握
に
努
め
、
荷
主

団
体
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
を

通
じ
て
、
業
務
環
境
の
改
善

を
図
る
方
針
。

評価事業者代表のトーヨーエキスプレス（佐
藤文平代表取締役社長㊨）

10年連続評価代表の藤岩運輸（加藤和彦代表
取締役㊨）

５年連続評価代表の茂呂運送（吉田亜紀代表
取締役㊨）

東
ト
協
会
員

評
価
事
業
者

（
星
別
五
十
音
順
）

東
ト
協
会
員
３
４
３
社
取
得

連
続
評
価
取
得
に
は
認
定
書

貨物輸送評価制度東京都
７年度
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働
、い
い
方
を
変
え
れ
ば
回
転
率
で
そ
れ

を
吸
収
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
波
動
に
対
し
て
、
協
力
会
社

を
使
っ
て
何
と
か
対
処
し
て
き
た
実
状
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
、波
動
へ
の
対
応
は
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、我
々
の
業
界
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、産
業
界
全
体
で
そ
の
波
動

を
ど
う
す
る
か
、行
き
過
ぎ
た
サ
ー
ビ
ス

を
ど
う
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
り
ま

す
。「
行
動
変
容
」と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
こ
の
と
こ
ろ
は
全
体
で
話
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

も
う
一
つ
の
側
面
は
、２
次
、３
次
で
あ

ろ
う
と
、い
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。た
だ
そ
の
た
め
に
は
、先
ほ

ど
出
た
適
正
原
価
、最
下
限
を
最
終
的
な

実
運
送
で
収
受
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
、

こ
れ
を
担
保
で
き
れ
ば
何
次
下
請
け
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島

今
回
の
法
改
正
で
は
、下
請
法
、

物
流
効
率
化
法
、特
に
荷
主
側
に
き
ち
ん

と
対
応
を
求
め
る
と
い
う
動
き
が
出
て
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
、
運
送
事
業
者
側
か

ら
し
っ
か
り
と
提
案
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

水
野

そ
う
で
す
ね
、勇
気
を
持
っ
て
、

提
案
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。そ

の
上
で
、自
分
の
業
界
の
地
位
を
上

げ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
安
全
の
担
保
、
品
質
の
担

保
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、ト
ラ

ッ
ク
が
関
係
す
る
事
故
が
報
道
さ
れ
、ト

ラ
ッ
ク
の
映
像
が
大
き
く
映
し
出
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
相
当

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
与
え
る
た
め
、そ

う
い
っ
た
も
の
を
見
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

特
に
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
っ
て
来
な
い

の
で
は
な
い
で
す
か
。
母
親
や
配
偶
者
な

ど
の
家
族
が
、「
危
険
な
仕
事
だ
か
ら
」と

ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
こ
と
を
反
対
す
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、「
グ
リ
ー
ン
ナ
ン
バ
ー
ト

ラ
ッ
ク
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、安

全
対
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
」こ
と

を
、我
々
も
意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

し
、協
会
と
し
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
処
す
る

に
は
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、若
年
層
や
女
性
が
安
心
し
て
働

け
る
職
場
に
し
な
け
れ
ば
、高
齢
化
だ
け

が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
き
ま
す
。今
で
は
、

60
歳
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
下
ろ
す
事
業
者
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
65
歳
、70
歳
ま
で
や

っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

で
す
か
ら
、
安
全
で
、
働
き
や
す
い
業

界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
島

業
界
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
点
で
、ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

が
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、ど
う
お
考
え
で

す
か
。

水
野

ま
ず
、こ
の
仕
組
み
を
有
効
に

活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。荷
主
を
所
管
す
る
各
省
庁
と
と
も
に
、

公
正
取
引
委
員
会
が
連
携
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
手
荷
主
企
業
に
は
、
監
視

の
目
が
効
果
的
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、勇
気
を
持
っ
て
Ｇ
メ

ン
に
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
で
す
。
Ｇ
メ

ン
は
独
自
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、何

よ
り
情
報
の
提
供
が
な
け
れ
ば
動
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、情
報
提
供

時
の
秘
匿
性
な
ど
、事
業
者
の
保
護
も
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下
請
法
の
改
正
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
荷

主
と
の
取
引
は
独
占
禁
止
法
に
基
づ
く
も

の
で
し
た
が
、下
請
法
に
基
づ
く
こ
と
に

な
る
た
め
、さ
ら
に
不
当
な
取
引
慣
行
が

是
正
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
島

将
来
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を

補
う
た
め
に
は
、先
ほ
ど
述
べ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
適
正
な
運
賃
収
受
を
原
資
と

し
て
、労
働
時
間
の
短
縮
や
賃
金
上
昇
が

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

水
野

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、だ
い

ぶ
改
善
さ
れ
、国
の
施
策
を
は
じ
め
色
々

と
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、労
働
時
間
だ
け

で
は
な
く
、賃
金
も
全
産
業
並
み
に
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、大
型
け
ん
引

免
許
ま
で
と
な
る
と
、か
な
り
の
金
額
を

か
け
な
い
と
取
得
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

今
の
賃
金
体
系
で
新
た
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
る
か
と
い
う
と
、な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、そ
の
目
標
の
標
準
的
な
年
収
を

我
々
業
界
が
持
つ
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
を
上
げ
る
と
と
も

に
重
要
と
な
る
の
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
教
育

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。事
業
者
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、ト
ラ
ッ
ク
は
24
時
間
走
っ
て
い

る
の
で
、決
め
ら
れ
た
教
育
指
導
を
行
う

に
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
や
管
理
者
に
時
間
的・

労
力
的
な
負
担
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、

Ｅ
―ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
、協
会
で
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

大
島

な
る
ほ
ど
、新
し
い
取
り
組
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
ね
。
東
ト
協
の
会
長

に
就
任
さ
れ
て
、東
京
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

水
野

行
政
や
荷
主
が
随
分
と
協
力
し

て
く
れ
て
、荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
が
、我
々
が
必
要

と
す
る
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、確
保

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
都
や
警

視
庁
に
は
、
必
要
な
場
所
に
つ
い
て
、
今

後
も
訴
え
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
と
も
に
、

高
速
道
路
上
を
含
め
て
ト
ラ
ッ
ク
が
休
憩

で
き
る
場
所
が
少
な
す
ぎ
ま
す
。
も
っ
と

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
活
躍
し
て
も
ら
う
に

は
、女
性
が
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
絶
対

に
必
要
で
す
。
大
き
な
国
道
に
は
コ
ン
ビ

ニ
が
あ
り
ま
す
が
、ト
ラ
ッ
ク
が
駐
車
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
は
現
状
で
は
少
な
い
と
い

え
ま
す
。
都
心
の
コ
ン
ビ
ニ
に
は
駐
車
場

が
な
い
店
舗
も
多
く
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
必
要
だ
と
訴
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

大
島

そ
う
で
す
ね
。
駐
車
問
題
も
含

め
て
、
物
流
へ
の
理
解
は
、
昔
に
比
べ
る

と
進
ん
で
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

水
野

安
全
に
関
し
て
は
、大
き
な
問

題
と
な
っ
た
運
行
管
理
・
点
呼
の
問
題
に

つ
い
て
、や
る
べ
き
こ
と
は
必
ず
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
協
会
で
は
、

健
康
診
断
受
診
費
用
に
助
成
金
を
出
し
て

い
ま
す
が
、予
算
執
行
率
が
１
０
０
％
と

な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
と
い

う
こ
と
が
今
回
の
法
改
正
の
柱
で
あ
り
、

大
島

会
長
に
就
任
さ
れ
て
１
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ま
ず
、こ
の
１
年
を
振
り
返

ら
れ
て
い
か
が
で
す
か
。

水
野

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
が
ど

う
な
る
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の

業
界
に
入
っ
て
39
年
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

行
政
や
政
治
が
物
流
の
こ
と
を
取
り
上
げ

て
く
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
法
改
正
を

含
め
て
、こ
こ
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
吹

い
た
時
は
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、一
番
問
題
視
さ
れ
て
い
た
労
働

力
不
足
も
、物
流
が
止
ま
る
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
就
任
以
来
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ

ー
ス
ト
」を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

思
い
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
を
上
げ
な

け
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
は
来
な
い
し
、ド
ラ

イ
バ
ー
が
来
な
け
れ
ば
我
々
の
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
も
上
が
ら
な
い
。
基
本
は
ド
ラ
イ

バ
ー
が
あ
っ
て
の
も
の
な
の
で
す
。

で
は
、そ
の
た
め
に
は
事
業
者
と
し
て
、

今
回
の
標
準
的
運
賃
の
届
出
を
し
な
け
れ

ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。
会
員
事
業
者
の
届
出

率
は
当
初
、就
任
し
た
時
に
は
60
％
程
度

だ
っ
た
の
が
、２
月
末
で
は
、95
％
に
、全

体
で
も
６
割
ま
で
は
い
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、届

出
は
終
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

だ
が
、問
題
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
前
会
長
が

い
う
よ
う
に
、「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」の

状
態
で
は
だ
め
で
、魂
を
入
れ
る
の
は
こ

れ
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、真
荷
主
と
の
間
で
は
話
が
結

構
進
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
％

で
は
な
い
に
し
て
も
、運
賃
の
転
嫁
が
進

ん
で
い
る
。そ
の
一
方
で
、下
請
け
、２
次
、

３
次
で
の
転
嫁
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
、ま
だ
ま
だ
全
然
進
ん
で
お
ら
ず
、

意
識
も
上
が
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。大

島

本
当
に
こ
の
1
年
は
激
動
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
法
律
が
施
行
さ
れ
、さ

ら
に
、新
法
が
こ
の
短
期
間
で
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、標
準
的

運
賃
と
今
後
の
適
正
原
価
に
つ
い
て
、正

し
い
理
解
が
さ
れ
て
い
な
い
気
が
し
ま

は
、そ
の
た
め
の
原
資
が
必
要
で

あ
り
、原
資
を
得
る
た
め
に
運
賃

交
渉
を
す
る
の
で
す
。
業
界
全
体

の
雰
囲
気
が
、ハ
シ
ゴ
を
外
し
た

よ
う
な
形
に
な
ら
な
い
で
ほ
し
い

と
い
う
の
が
一
番
で
す
。

大
島

標
準
的
運
賃
は
廃
止
す

る
の
で
は
な
く
、発
展
的
解
消
だ

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
標
準
的
運

賃
は
適
正
な
原
価
プ
ラ
ス
適
正
な

利
潤
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の

で
、
今
後
、
適
正
な
原
価
を
ど
う

い
う
形
と
す
る
か
、見
直
し
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

水
野

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す

よ
ね
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
件
費
と

な
る
。
例
え
ば
、
石
破
茂
首
相
が

最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円
に
す
る
と
い
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
毎
年
、人
件
費

を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
一
度
適
正
原
価
が
出
た
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
で
終
わ
り
に
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
、我
々
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

っ
た
方
が
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
島

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
適
正
原
価
が
示
さ
れ
る
ま
で
は
、標

準
的
運
賃
の
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す

が
、昨
今
の
燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
で
は
、

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
の
活
用
も
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
が
。

水
野

そ
の
通
り
で
す
。
燃
料
価
格
高

騰
分
を
、我
々
だ
け
が
負
担
す
る
も
の
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
導
入
に
向
け

て
届
出
を
し
て
い
る
事
業
者
は
多
く
、運

賃
の
値
上
げ
よ
り
も
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

を
認
め
て
く
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
行
政
に
は
、も
っ
と
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
、燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
の
導
入

に
お
い
て
、基
準
単
価
の
設
定
で
苦
労
す

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
燃
料
価
格
高
騰
が

常
態
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、期
間
の
設

定
も
含
め
て
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

す
。
そ
の
辺
り
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
こ
と
を
し
て
い
け
ば
よ
ろ
し
い
で

す
か
。

水
野

新
聞
報
道
で
は
、「
標
準
的
運

賃
は
廃
止
し
適
正
原
価
に
」
と
あ
り
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
新
法
の
背
景
は
、ア

メ
と
ム
チ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

我
々
も
き
ち
ん
と
受
け
止
め
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
標
準
的
運
賃

は
や
っ
ぱ
り
そ
の
ま
ま
残
し
て
ほ
し
い
。

東
ト
協
会
員
の
95
％
が
届
出
を
し
て
い
ま

す
。
適
正
原
価
は
、い
わ
ゆ
る
最
低
運
賃

に
近
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、最
下
限
が
あ
っ
て
、

あ
る
程
度
の
目
標
に
な
る
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
方
が
、我
々
と
し
て
は
や
り
や
す

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、標
準
的
運
賃
が
廃
止
と
な
る
か

ら
荷
主
と
の
交
渉
に
は
使
う
こ
と
が
で
き

な
い
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

違
っ
て
い
て
、標
準
的
運
賃
は
国
が
認
め

た
も
の
で
あ
り
、適
正
原
価
が
示
さ
れ
る

ま
で
少
な
く
と
も
数
年
は
か
か
る
こ
と
か

ら
、む
し
ろ
積
極
的
に
活
用
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
４
年
問
題
を
解
決
し
、ド
ラ
イ

バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

い
い
機
会
だ
か
ら
、と
に
か
く
や

る
べ
き
こ
と
を
や
り
ま
し
ょ
う
と

訴
え
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
を
受

診
さ
せ
る
こ
と
が
、ド
ラ
イ
バ
ー

や
運
行
管
理
者
を
守
る
こ
と
と
な

り
、経
営
者
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、協
会
で
は
健
康
起
因

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、脳
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
受
診
費
用
の
一
部
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
制
度

を
柔
軟
に
運
用
で
き
れ
ば
、少
な

い
負
担
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、待
っ
た
な
し

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島

な
る
ほ
ど
。
協
会
会
長
の
立
場

と
し
て
、今
年
度
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
、あ
る
い
は
会
員
事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

水
野

先
ほ
ど
お
話
し
た
標
準
的
運
賃

に
つ
い
て
、「
仏
に
魂
を
入
れ
る
」た
め
に

は
ど
う
や
っ
て
我
々
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

か
が
一
つ
の
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
法
改
正
の
中
で
、実
運
送
体
制

管
理
簿
の
作
成
や
、取
引
の
書
面
化
な
ど
、

新
た
に
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
は
多
く
、行

政
指
導
の
対
象
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、協
会
で
会
員

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
説
明
会

を
開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、情
報
の
提
供

ま
で
、ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
会
員
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
、支
部
の
ブ
ロ
ッ

ク
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
支
部

ブ
ロ
ッ
ク
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
活
動
し
て
い
る
支
部
と
、そ
う
で
は
な

い
支
部
が
あ
る
の
で
す
が
、本
部
・
支
部

　写真は、握手を交わす水野会長と大島
教授㊧。トラック運送業界でも活躍が始
まった外国人労働者をテーマに、意見を
交換した。大島教授から流通経済大学で
の留学生の様子や意識をはじめ、レポート
提出時のAI（ChatGPT）の利用状況など
の説明を受け、外国人トラックドライバー
採用における問題点などについて、今後の
施策の参考とした。

インタビューを終えて

と
に
か
く
、適
正
原
価
ま
で
少
な
く
と

も
数
年
は
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、会
員
事
業
者
に
は
、標
準
的
運
賃
・

料
金
収
受
に
向
け
た
荷
主
と
の
交
渉
に
合

わ
せ
て
、燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
を
導
入

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島

な
る
ほ
ど
、
運
賃
の
問
題
と
、

も
う
一
つ
は
許
可
更
新
制
の
話
で
す
。
許

可
更
新
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
業
界
で
も

両
極
端
の
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

水
野

要
す
る
に
、適
正
化
の
巡
回
指

導
で
、Ａ
・
Ｂ
判
定
の
事
業
者
は
基
本
的

に
は
何
の
問
題
も
な
く
、許
可
更
新
制
の

導
入
に
つ
い
て
は
何
も
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
問
題
と
な
る
の
は
Ｄ
・

Ｅ
判
定
の
事
業
者
で
す
。
今
ま
で
は
改
善

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う

な
事
業
者
に
は
、ア
メ
と
ム
チ
の
ム
チ
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら
、
運
行
管
理
者
の
選
任
、
営

業
報
告
書
の
提
出
や
健
康
診
断
の
受
診
な

ど
、基
本
的
に
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て

い
な
い
事
業
者
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

事
業
者
に
は
、あ
る
程
度
は
や
む
を
得
な

い
状
況
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
本
前
会
長
が
、「
悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐

し
な
い
よ
う
に
」と
よ
く
い
わ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、そ
の
激
変
緩
和
措
置
み
た
い

な
も
の
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
島

そ
う
で
す
ね
。
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ

ー
的
な
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
事
業
者
が
退

出
を
促
さ
れ
る
こ
と
は
、い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
今
度
は
業
界
の
構
造
上
の
問

題
、
下
請
け
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
重
下

請
け
の
見
直
し
と
２
次
下
請
け
ま
で
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

水
野

物
流
で
は
、荷
主
の
需
要
の
季

節
波
動
に
よ
り
、発
注
が
大
き
く
違
っ
て

い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
、ト
ラ
ッ

ク
輸
送
は
即
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
す
る
と
、今
ま
で
は
長
時
間
労

ど
ち
ら
に
し
て
も
、効
率
化
で
き
る
と
こ

ろ
は
す
べ
き
で
あ
り
、特
に
23
区
の
場
合
、

地
理
的
に
も
距
離
的
に
も
、も
っ
と
交
流

が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
、業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、支

部
間
で
対
応
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
は
把

握
し
て
い
ま
す
。

50
社
に
満
た
な
い
支
部
も
あ
れ
ば
、多

摩
支
部
の
よ
う
に
、１
支
部
で
５
０
０
社

を
超
え
る
支
部
が
あ
り
、会
員
サ
ー
ビ
ス

に
違
い
が
出
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
化
で
す
が
、も
う
少
し
、

会
員
事
業
者
に
情
報
を
伝
え
、理
解
し
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
、東
ト
協
で
は
９
月
14
日
に
渋

谷
区
の
代
々
木
公
園
で「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
５
」を
開
催

し
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
知

度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
、

来
場
さ
れ
る
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
島

本
当
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
る

こ
と
は
、私
も
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
ぜ
ひ
フ
ェ
ス
タ
に
は
行
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

水
野

こ
ち
ら
こ
そ
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

事
業
者
と
し
て
、
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
サ
ポ
ー
ト
を
実
践

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
は
終
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
」、

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
水
野
功
会
長
は
就
任
２
年
目
を
迎
え
、改
め
て
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
と
し
て「
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」を
基
軸
と
す
る
業
界
の
地
位
向
上

の
た
め
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。

今
年
４
月
の
物
流
改
正
法
の
施
行
に
続
い
て
、通
常
国
会
で
は
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
改
正
、新
法
の
可
決
・
成
立
に
よ
り
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
さ
ら
に
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
激
動
の
渦
の
中
で
、協
会
運
営
の
舵
取
り
を
行
っ
て
い
る
水
野
会
長
に
、

国
土
交
通
省
の
審
議
会
や
検
討
会
で
有
識
者
と
し
て
委
員
や
、東
ト
協
の
物
流
経
営
士

課
程
で
講
師
を
務
め
て
い
る
流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学
部
教
授
の
大
島
弘
明
氏
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、こ
れ
か
ら
進
む
先
な
ど
を
伺
っ
た
。

水野会長インタビュー

「ドライバーファースト」の実現で業界の地位を上げる

会長 水野  功

就任から1年、２年目に向けて
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宿 泊 施 設
施 　 　 設 連  絡  先 利 用 方 法

あじろ（保養所）
静岡県熱海市下多賀25－１
（JR伊東線・網代駅から徒歩約８分）

東京トラック事業
健康保険組合

☎03−3264−2364
「総務課」（☎03−3264−2364）へ電話予約
受付は利用希望日の２か月前の同日から

トーカ熱海（保養所）
静岡県熱海市春日町14－９
（JR東海道線、新幹線・熱海駅から徒歩約５分）

東京貨物運送
健康保険組合

☎03−3359−8162

「健康管理課」（☎03−3359−8162）へ電話予約
受付は利用日の１か月前の月の10日

（組合員は２か月前の１日）午前10時から

ニュー・グリーンピア津南
新潟県中魚沼郡津南町秋成12300
（上越新幹線・越後湯沢駅から宿泊者専用送迎バスで約50分）

ニュー・グリーンピア津南
☎025−765−4611 「各ホテル」へ電話予約またはHPにて予約

HPでの予約の際はご要望・ご質問欄に
「東京都トラック協会会員」と入力する

※電話健康相談カードを現地で提示（コピー可）グリーンピア大沼
北海道茅部郡森町赤井川229
（JR函館本線・大沼公園駅から送迎バスで約15分）

グリーンピア大沼
☎01374−5−2277

リゾートホテル マホロバ・マインズ三浦
神奈川県三浦市南下浦町上宮田3231
（京浜急行・三浦海岸駅から送迎バスで約５分）

法人予約センター
☎046−889−8911

「法人予約センター」
（☎046−889−8911）へ電話予約
東ト協会員であることを伝える

東急ホテルズ
［全国］

※�電話での問い合わせ、予約
は受け付けていない。

法人契約サイトへ 

「東急ホテルズ予約センターの法人契約サイト」
（https://www.tokyuhotels.co.jp/biz）

法人会員番号：3 0 1 5 0 3 4 4 7
パ ス ワ ード：3 0 1 5 0 3 4 4 7

スパ＆リゾート九十九里 太陽の里
千葉県長生郡長生村一松3445
（JR外房線・茂原駅から送迎バスで約20分）

スパ ＆ リゾート九十九里
太陽の里

☎0475−32−5550

「スパ＆リゾート九十九里 太陽の里」
(☎0475−32−5550)へ電話予約

※電話健康相談カードを現地で提示（コピー可）

ホテル月美（太陽の里）
千葉県銚子市犬吠埼10292－１
（銚子電鉄・犬吠崎駅から徒歩約5分、JR総武本線・銚子駅から
タクシーで約20分）

ホテル月美
☎0479−21−6300

「ホテル月美」（☎0479−21−6300）へ電話予約
※電話健康相談カード原本を現地で提示

温 浴 施 設
施 　 　 設 連  絡  先

天然温泉 花鳥風月
埼玉県日高市下大谷沢546
（JR川越線・笠幡駅からバスで約5分、西武新宿線・
狭山市駅からバスで約17分）

天然温泉 花鳥風月
☎042−919−2626

※電話健康相談カード原本を現地
で提示

大江戸温泉物語 君津の森
千葉県君津市法木384−119
（JR内房線・君津駅からタクシーで約30分）

大江戸温泉物語
君津の森

☎050-3538−5742

大江戸温泉物語 あいづ
福島県会津若松市神指町北四合字東神指77−1
（JR磐越西線・会津若松駅からタクシーで約15分）

大江戸温泉物語 あいづ
☎050-3615−3456

東
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
優
待
証
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
提
示

免 許 取 得 利用方法：「運転免許教習特別優遇申込書」を東ト協業務部
交通・環境ＧへFAX（03−3359−4983)

施  設 ・ 連 絡 先 割 引内 容

平和橋自動車教習所
東京都葛飾区東立石1-3-16
☎03-3694-1011

大型、けん引、中型、準中型につき
規定料金の10％割引
延長教習：�男性5時限分、女性10

時限分まで無料
※けん引除く

コヤマドライビングスクール秋津校
東京都東村山市秋津町3-15-18
☎042-396-7070

大型1万円、けん引、中型、準中型5
千円の値引き
延長教習：�男性5時限分、女性10

時限分まで無料

葬祭サービス（一般葬・社葬など）
施 　 　 設 連  絡  先

セレモア ☎0120-60-1121（資料請求）

詳細なパンフレットを東ト協HPに掲載

テーマパーク
施 　 　 設 連  絡  先

サンリオピューロランド
東京都多摩市落合1−31
（京王、小田急、多摩モノレール各線・多摩センター駅
から徒歩約5分）

サンリオピューロランド
ゲストセンター

☎042−339−1111

サンリオピューロランドHP（https://www.puroland.jp/contact/govern
ment/）福利厚生ページへアクセスし、電子割引券を取得し、サイト上で入場
券を購入する
専用ＩＤ：K I T T Y 7 5 0

富士急ハイランド（テーマパーク）
ハイランドリゾート
山梨県富士吉田市新西原５−６−１
（富士急行線・富士急ハイランド駅そば）

FUJIYAMA net クラブ
事務局

☎0120−364−229

FUJIYAMA net クラブ（https://www4.fujikyu-travel.co.jp/free3/06-
154_totokyo/view.php）へアクセスし、各施設の申し込み方法に沿って申し
込む
ユーザー名：t r u c k 　パスワード：2 2 9 5

利
用
方
法

利
用
方
法

劇 場
施 　 　 設 連  絡  先

明治座
東京都中央区日本橋浜町2−31−1

今後、『東京都トラック時報』に同封される
対象公演の案内チラシを参照

福利厚生施設一覧
東ト協契約 夏のレジャーに従業員、ご家族でご利用ください

令　和
７年度

東ト協「電話健康相談カード」

【 問い合わせ先 】

東ト協業務部交通・環境G

☎03−3359−6257

　東京都トラック協会では、福利厚生対策の一環として、各種保養所、レジャー施設
などと契約しており、会員事業所の従業員とその家族が優待価格で利用できます。
詳細は、東ト協ホームページ（HP）を参照。各施設の利用、問い合わせ時には、必ず
東ト協会員であることを伝え、利用金額などは各施設HPなどで確認してください。
　利用時に必要な電話健康相談カード（原本、一部コピー可）については、所属の支
部または東ト協業務部交通・環境Ｇへ問い合わせを。

申し込みは、各施設へ
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　先の通常国会で成立したトラック運送事業の適
正化二法（事業法改正と関連新法）により、事業許
可の更新制が導入されるとともに、「適正原価」を確
保した運賃・料金収受が義務付けられる。適正な
事業運営の上で最低限、収受すべき水準として適正
原価を定め、これを下回ることを制限するもの。収
受水準の引き上げ効果が期待される。一方で、これ
を継続的に下回る収受状況では行政指導の対象と
なる。その設定に向けて、引き続き標準的運賃の適
用に取り組み、収受改善に努めていく必要がある。

「適正原価」運賃を義務付け

適切な処遇確保へ収受改善を

近
年
、
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
の
克
服
に
向
け
て
、

一
連
の
法
改
正
に
よ
り
各
種

施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
今
回
の
新
法
制
は
よ
り

適
正
な
事
業
運
営
を
進
め
る

と
と
も
に
、
運
転
者
な
ど
の

適
切
な
処
遇
確
保
を
目
的
と

し
た
も
の
。

具
体
的
に
は
、
事
業
法
改

正
に
よ
り
５
年
ご
と
の
許
可

更
新
制
を
導
入
し
、
更
新
時

に
関
係
法
令
の
遵
守
状
況
な

ど
の
ほ
か
、
運
賃
・
料
金
の

収
受
状
況
に
つ
い
て
も
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
い
う
。

合
わ
せ
て
、
許
可
基
準
に

労
働
者
の
適
切
な
処
遇
確
保

を
追
加
し
、
知
識
や
技
能
の

公
正
な
評
価
に
基
づ
く
適
正

な
賃
金
の
支
払
い
な
ど
、
必

さ
れ
る
こ
と
で
、
原
価
割
れ

の
低
い
運
賃
を
抑
止
す
る
と

と
も
に
、
収
受
水
準
の
改
善

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。た
だ
、

そ
れ
だ
け
で
改
善
が
進
む
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

現
状
、
標
準
的
運
賃
の
活

用
で
収
受
改
善
が
進
み
つ
つ

あ
る
が
、
ま
だ
道
半
ば
の
状

況
。
国
土
交
通
省
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
令
和
２
年
告
示
運

賃
を「
概
ね
収
受
で
き
て
い

る
」
割
合
は
53
％
と
半
数
を

超
え
る
が
、
同
６
年
告
示
で

は
45
％
に
と
ど
ま
る
。
実
勢

の
収
受
状
況
は
依
然
、
か
い

離
が
あ
る
事
業
者
が
多
い
の

が
実
情
だ
。

適
正
原
価
の
設
定
は
少
な

く
と
も
３
年
程
度
先
と
さ
れ

る
。
そ
の
設
定
に
向
け
て
、

ま
ず
は
足
元
の
収
受
状
況
の

改
善
に
意
を
注
い
で
い
く
べ

き
だ
ろ
う
。

（
ラ
イ
タ
ー

山
上
達
三
）

要
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

を
規
定
し
た
。

さ
ら
に
、
運
賃
・
料
金
に

関
し
て
、
そ
の
収
受
改
善
に

向
け
て
踏
み
込
ん
だ
措
置
を

講
じ
た
。
適
正
な
事
業
運
営

を
図
る
た
め
の
原
価
を
定
め

て
告
示
し
、
貨
物
運
送
の
受

託
や
委
託（
利
用
運
送
）に

係
る
運
賃
・
料
金
は「
適
正

原
価
を
下
回
る
こ
と
と
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
し
、
そ
の

確
保
を
義
務
付
け
た
。

事
業
の
的
確
な
遂
行
に
関

す
る
事
項
で
も
、
遵
守
す
べ

き
事
項
と
し
て
労
働
者
の
適

切
な
処
遇
確
保
と
と
も
に
、

こ
の
旨
を
規
定
し
た
。

現
在
、
法
令
を
遵
守
し
持

続
的
に
事
業
を
行
う
際
の

を
も
つ
収
受
対
策
と
し
て
、

適
正
原
価
を
確
保
し
た
運

賃
・
料
金
収
受
を
求
め
る
。

運
賃
・
料
金
が
、
継
続
的

に
適
正
原
価
を
下
回
る
状
況

に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
義
務
違
反
と
し
て
行
政

指
導
を
行
い
、
是
正
を
求
め

る
。
荷
主
が
そ
の
支
払
い
に

応
じ
ず
、
違
反
原
因
行
為
が

確
認
さ
れ
れ
ば
、
同
様
の
指

導
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
適
正
原
価
は
、
運
行

費
や
全
産
業
の
労
働
者
１
人

当
た
り
の
賃
金
の
平
均
額
を

踏
ま
え
た
人
件
費
、
減
価
償

却
費
、
輸
送
の
安
全
確
保
の

た
め
に
必
要
な
経
費
、
委
託

手
数
料
な
ど
を
積
算
し
て
定

め
る
。

基
本
的
に
は
、
標
準
的
運

賃
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
異
な

る
の
は
そ
の
位
置
付
け
と
設

定
水
準
。

適
正
原
価
を
下
回
る
運

賃
・
料
金
は
義
務
違
反
と
し

て
制
限
さ
れ
る
た
め
、
今
後

設
定
さ
れ
る
適
正
原
価
に
基

づ
く
運
賃
・
料
金
は
、
適
正

な
事
業
運
営
を
担
保
す
る
上

で
最
低
限
、
収
受
す
べ
き
水

準
、
つ
ま
り
下
限
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

収
受
し
て
然
る
べ
き
標
準

的
な
水
準
を
示
し
た
、
標
準

的
運
賃
と
比
較
す
れ
ば
、
適

正
原
価
は
こ
れ
を
あ
る
程
度

下
回
る
水
準
に
設
定
さ
れ
る

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

関
心
を
引
く
の
は
、
そ
れ

が
ど
の
程
度
の
水
準
に
設
定

さ
れ
る
か
だ
。
今
後
、
業
界

の
原
価
調
査
な
ど
を
踏
ま
え

て
検
討
さ
れ
る
が
、
法
改
正

の
趣
旨
な
ど
に
沿
い
、
標
準

的
運
賃
を
そ
れ
ほ
ど
下
回
ら

な
い
水
準
で
の
設
定
が
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

収
受
す
べ
き
下
限
が
設
定

参
考
と
し
て
、
標
準
的
運
賃

が
告
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
収
受
し
て
然
る
べ
き
運

賃
・
料
金
の
目
安
。
今
回
の

法
改
正
に
よ
り
、
法
的
根
拠

ト
ラ
ッ
ク
新
法
制
へ
の
対
応

国
土
交
通
省
は
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
の

連
携
補
助
事
業
と
し
て
、
令

和
７
年
度「
運
輸
部
門
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
合

理
化
・
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
推
進
事
業
費
補
助
金

（
新
技
術
活
用
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
輸
送
効
率
化
・

厚
生
労
働
省

は
、
令
和
７
年
度

「
働
き
方
改
革
推

進
支
援
助
成
金
」

業
種
別
課
題
対
応

コ
ー
ス
の
一
環
と

し
て
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
中
小
事

業
者
を
対
象
に
、

取
り
組
み
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て

い
る
。

対
象
と
な
る
事

業
主
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
の

適
用
を
受
け
る
自

動
車
運
転
の
業
務

に
従
事
す
る
労
働

者
を
雇
用
す
る
中

小
事
業
者
で
、
年
５
日
の
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
に
向
け

て
就
業
規
則
な
ど
を
整
備
し

て
お
り
、
交
付
申
請
時
点
で

36
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ

と
な
ど
。

次
の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上

の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
事

業
者
が
対
象
。

①
労
務
管
理
担
当
者
に
対

す
る
研
修
、
②
労
働
者
に
対

す
る
研
修
、
周
知
・
啓
発
、

③
外
部
専
門
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
④
就
業
規

則
・
労
使
協
定
等
の
作
成
・

変
更
、
⑤
人
材
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
、
⑥
労
務
管
理

用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
機
器
、

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
の

導
入
・
更
新
、
⑦
労
働
能
率

の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
機

器
な
ど
の
導
入
・
更
新

こ
れ
ら
の
成
果
目
標
を
設

定
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
達

成
状
況
に
応
じ
て
対
象
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
。

成
果
目
標（
カ
ッ
コ
内
は

助
成
額
）と
し
て
、
①
月
60

時
間
を
超
え
る
36
協
定
の
時

間
外
・
休
日
労
働
時
間
数
の

縮
減（
最
大
２
５
０
万
円
）、

②
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的

付
与
制
度
を
新
た
に
導
入

（
25
万
円
）、
③
時
間
単
位
の

年
次
有
給
休
暇
制
度
と
、
交

付
要
綱
で
規
定
す
る
特
別
休

暇
を
１
つ
以
上
新
た
に
導
入

（
25
万
円
）、
④
10
時
間
以
上

の
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
の
導

入（
最
大
１
７
０
万
円
）。
こ

れ
ら
の
成
果
目
標
か
ら
１
つ

以
上
を
選
択
し
、
そ
の
達
成

を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

ま
た
、
①
〜
④
の
成
果
目

標
に
、指
定
す
る
労
働
者（
常

時
使
用
す
る
労
働
者
数
が

グ
最
適
化
実
証
事
業
費（
充

電・充
填
イ
ン
フ
ラ
導
入
費
）

＝
共
通
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｖ
ト
ラ

ッ
ク
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
へ

の
充
電
・
充
填
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
の
最
適
化
実
現
に
向
け

た
実
証
に
要
す
る
経
費
／
２

分
の
１
以
内

受
付
期
間
は
、
１
次
公
募

に
続
き
、
２
次
公
募
は
８
月

21
日
午
後
４
時
ま
で
、３
次

公
募
は
９
月
30
日
午
後
４
時

ま
で
。
応
募
は
、
特
設
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
か
ら
必
要
書
類
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
上
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
請
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
す
る
。

詳
細
は
、
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
参
照
。

東
京
し
ご
と
財

団
は
、
都
内
の
中

小
企
業
等
を
対
象

に
、
従
業
員
の
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ル
習

得
を
支
援
す
る
令

和
７
年
度「
Ｄ
Ｘ

リ
ス
キ
リ
ン
グ
助

成
金
」
の
公
募
を

実
施
し
て
い
る
。

都
内
の
中
小
企
業

等
が
雇
用
す
る
従

業
員
に
対
し
て
、

Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
研

修
を
実
施
し
た
際

の
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
人
材
育

（
発
荷
主
・
着
荷
主
・
輸
送

事
業
者
）が
連
携
し
て
取
り

組
む
①
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
化
や
、

②
輸
送
計
画
と
連
携
し
た
Ｅ

Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
ト
ラ

ッ
ク
へ
の
充
電
・
充
填
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
の
最
適
化
実
現

に
対
す
る
補
助
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
お

よ
び
そ
れ
に
向
け
た
２
０
３

０
年
度
に
お
け
る
省
エ
ネ
目

標
の
達
成
に
向
け
た
、
陸
上

運
輸
部
門
に
お
け
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
や
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
内
外
の
経
済
的
・
社

会
的
環
境
に
応
じ
た
安
定
的

か
つ
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

非
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換

推
進
事
業
）」

の
公
募
を
開

成
を
促
進
す
る
こ
と
が
狙
い

だ
。助

成
対
象
者
は
、
都
内
に

事
業
所
を
持
つ
中
小
企
業

（
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資

の
総
額
が
３
億
円
以
下
で
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

３
０
０
人
以
下
）の
う
ち
、

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る

常
勤
従
業
員
で
、
研
修
ご
と

に
総
研
修
時
間
数
の
８
割
以

上
を
受
講
し
た
者
。

始
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
陸
上
輸
送

省
エ
ネ
推
進
事
業
事
務
局

（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
）が
６
月
以
降
、
３

次
に
わ
た
り
申
請
受
付
を
行

っ
て
い
る
。

本
事
業
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
上
の
複
数
の
事
業
者

30
人
以
上
な
ど
）の
時
間
当

た
り
の
賃
金
額
を
３
％
以
上

の
引
き
上
げ
を
達
成
し
た
場

合
、
助
成
上
限
額
が
さ
ら
に

加
算
さ
れ
る
。

詳
細
は
、厚
労
省「
働
き
方

改
革
特
設
サ
イ
ト
」を
参
照
。

需
給
構
造
の
構
築
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

補
助
対
象
／
補
助
率
は
次

の
通
り
。

①
共
通
シ
ス
テ
ム
事
業
費

（
物
流
全
体
効
率
化
シ
ス
テ

ム
導
入
費
）
＝
発
荷
主
・
輸

送
事
業
者
・
着
荷
主
等
の
事

業
者
間
に
お
け
る
輸
送
情
報

な
ど
の
連
携
に
当
た
り
、
必

要
な
共
通
シ
ス
テ
ム
に
要
す

る
経
費
／
２
分
の
１
以
内

②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
輸

送
効
率
化
機
器
事
業
費（
輸

送
効
率
化
機
器
導
入
費
）
＝

共
通
シ
ス
テ
ム
と
情
報
連
携

す
る
輸
送
効
率
化
機
器
の
導

入
に
よ
り
、
輸
送
計
画
全
体

の
最
適
化
実
証
に
要
す
る
経

費
／
２
分
の
１
以
内

③
充
電
・
充
填
タ
イ
ミ
ン

助
成
対
象
と
な
る
研
修

は
、
教
育
機
関
が
計
画
し
た

既
存
の
公
開
研
修
を
受
講
す

る「
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
研
修
」

と
、
従
業
員
を
対
象
と
し
て

計
画
し
た
内
容
で
教
育
機
関

に
委
託
し
て
実
施
す
る「
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
研
修
」
が
あ

る
。助

成
額
は
、
い
ず
れ
の
研

修
で
も
受
講
料
な
ど
対
象
経

費
の
４
分
の
３（
上
限
７
万

５
０
０
０
円
／
助
成
対
象
受

講
者
１
人
１
研
修
）、
１
社

当
た
り
最
大
で
１
０
０
万
円

ま
で
。
上
限
額
に
達
す
る
ま

で
複
数
回
の
申
請
が
可
能
。

申
請
方
法
は
、
郵
送（
追

跡
可
能
）、
国
の
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム「
Ｊ
グ
ラ
ン
ツ
」

で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

申
請
期
間
は
、
令
和
８
年

２
月
28
日
ま
で（
予
算
額
に

達
し
次
第
、
受
付
終
了
）。

研
修
開
始
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
申
請
す
る
。

詳
細
は
、
東
京

し
ご
と
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

厚労省 働き方改革推進支援助成金就
業
規
則
整
備
や
労
働
時
間
短
縮
に
助
成
金

中小向け「ＤＸリスキリング助成金」公募開始

国交省
７年度 

東
京
し
ご
と

財

団

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

の
合
理
化
に
補
助

Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
に
助
成
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年６月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 52 18 15 2 0 6 0 0 0 28 121
関与事故件数 53 15 16 2 0 3 0 0 0 70 159
（前年比） +5 −5 −2 −2 ±0 −6 −2 ±0 ±0 +12 ±0

中
型

１当件数 41 23 14 4 0 10 3 0 0 15 110
関与事故件数 38 22 15 4 0 10 3 0 0 39 131
（前年比） +4 +2 +3 −1 ±0 +6 +1 −1 −1 −6 +7

準
中
型

１当件数 59 48 26 5 3 7 3 0 0 44 195
関与事故件数 62 43 33 5 3 7 3 0 0 104 260
（前年比） −6 +4 −3 −1 −1 −2 −3 ±0 −1 +4 −9

普
通
・
軽

１当件数 178 85 103 15 15 30 10 5 1 78 520
関与事故件数 196 81 123 15 15 29 10 4 1 224 698
（前年比） −34 +3 +1 −7 +3 +7 −2 −3 +1 −47 −78

合
計

１当件数 330 174 158 26 18 53 16 5 1 165 946
関与事故件数 349 161 187 26 18 49 16 4 1 437 1,248
（前年比） −31 +4 −1 −11 +2 +5 −6 −4 −1 −37 −80

死
者
数

大型貨物車（１当） 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 4

　令和７年６月
末現在の都内全

域の交通事故発生件数（本
年累計）は14,695件で、前
年同期比62件減少し、死者
68人で前年同期比１件減
少となった。
　営業用貨物車の関与事
故（「違反別」表の下段「注」
参照）発生件数（本年累計）
は1,248件で、前年同期比

80件減少し、死者８人で前
年同期比１件減少となっ
た。
　事故類型別では、右左折
時の車両相互事故が158
件で、前年同期比４件増加
し、死者数は０人だった。
　違反別では、安全不確認
による関与事故件数が349
件で、前年同期比31件減少
となっている。

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。また、
単調な道路での走行は漫然運転に陥りやすいことを意識し、
常に一定の緊張感を保って運転を行うこと。
日 時 ７月10日（木） 16時５分頃発生（晴天）
場 所 新宿区（区道）
当事者 ①事業用普通貨物車（男性20代）×②歩行者（男性40代死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至 西
武新
宿線

新宿区西落合
至 四村

橋

概 要
事業用普通貨物車が、区道を西武新宿線方向から四村橋
方向に進行中、何らかの原因により左側路側帯内に入り、
同路側帯内を同方向に歩行中の歩行者と衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

東
京
高
速
道
路

交
通
安
全
協
議
会

は
７
月
18
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
第

43
回
通
常
総
会
を

開
催
し
、
令
和
６

年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
お
よ
び

７
年
度
事
業
計

画・収
支
予
算
な
ど
を
審
議・

承
認
。
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
を
行
い
、
水
野

功
会
長（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
長
）を
再
任
。
副

会
長
に
原
玲
子
氏（
東
ト

協
副
会
長
）を
は
じ
め
副

会
長
７
氏
、
山
﨑
正
専
務

理
事（
東
ト
協
専
務
理
事
）

を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
た
。

冒
頭
、
欠
席
し
た
水
野

会
長
に
代
わ
り
原
副
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
、「
高
速

道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

は
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
が
多
く
、
長
時
間
の

交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
多
方
面
に
大
き
な
影
響

が
及
ぶ
。
こ
う
し
た
事
態
を

招
か
な
い
た
め
に
も
警
視
庁

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
会
員

各
位
が
、
協
議
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
を
共

有
し
つ
つ
、
高
速
道
路
を
利

用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
企

業
、
事
業
所
な
ど
の
安
全
意

識
を
高
め
る
な
ど
、
交
通
の

安
全
と
円
滑
に
、
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
述
べ
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
の
上
で
遵
守
す

べ
き
事
項
の
周
知
を
図
る
た

め
、
警
視
庁
高
速
道
路
交
通

警
察
隊
お
よ
び
道
路
管
理
者

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、広
報
活
動
、研
修
会
・

講
習
会
の
実
施
、
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
街
頭
活
動
の

実
施
な
ど
の
各
施
策
を
推
進

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会（
寺
岡
洋

一
会
長
）は
７
月

10
日
、
港
区
の
第

一
ホ
テ
ル
東
京
で

第
２
２
６
回
常
任

理
事
会
・
第
２
１

２
回
理
事
会
合
同

会
議
を
開
催
し
、

会
長
指
名
の
副
会

長
７
氏
を
選
出

し
、
新
執
行
部
を

発
足
さ
せ
た
。

寺
岡
会
長
は
冒
頭
、「
新

た
に
委
員
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

の
早
期
施
行
に
向
け
て
全
身

全
霊
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
①
会
員
の
代

表
者
の
変
更
、
②
副
会
長
候

補
者
の
選
定
、
③
委
員
会
規

程
の
一
部
改
定
に
つ
い
て
審

議
し
、承
認
し
た
。

会
長
指
名
の
副
会
長
は
、

赤
上
信
弥
・
吉
田
修
一
・
髙

田
和
夫
・
山
口
嘉
彦
・
松
田

直
樹
・
二
又
茂
明
・
御
手
洗

安
の
各
氏
。
先
に
選
出
し
た

副
会
長
と
合
わ
せ
て
17
人
体

制
と
な
る
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
対
策
委
員
会
、
社
会
的

評
価
向
上
委
員
会
、
車
両
技

術
委
員
会
を
新
設
し
た
ほ

か
、
次
世
代
新
技
術
対
応
小

委
員
会
を
、
次
世
代
ト
ラ
ッ

ク
対
応
委
員
会
と
改
称
し
た
。

同
日
は
、
国
土
交
通
省
の

石
原
大
物
流・自
動
車
局
長
、

岡
野
ま
さ
子
国
交
大
臣
官
房

総
括
審
議
官
、
沓
掛
敏
夫
道

路
局
長
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
。

国
土
交
通
省
は
こ

の
ほ
ど
、『
自
動
車
運

送
事
業
者
に
お
け
る

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
～
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策

の
必
要
性
と
活
用
～
』
に
つ

い
て
の
更
新
、
記
載
内
容
の

改
善
・
追
加
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
起

因
す
る
と
疑
わ
れ
る
交
通
事

故
事
例
の
追
加
な
ど
を
一
部

改
訂
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

た
簡
易
版
Ｓ
Ａ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
起
因
す
る

居
眠
り
運
転
や
漫
然
運

転
に
よ
る
事
故
防
止
を

図
る
た
め
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
を
通
じ
て
会
員
事
業

者
に
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用

を
求
め
た
。

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
簡
易
版

は
、
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る（
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
）。

す
る
。

議
事
終
了
後
、
来
賓
と
し

て
高
速
隊
の
福
島
稔
隊
長

や
、
東
京
運
輸
支
局
の
織
田

陽
一
支
局
長
、
首
都
高
速
道

路
保
全
・
交
通
部
の
齋
藤
明

彦
防
災
・
交
通
管
理
室
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
椎
名
幸
子
副
会

長
が「
交
通
安
全
宣
言
」を
読

み
上
げ
、
坪
井
修
一
副
会
長

が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
た
。

二次元コード

寺岡新会長執行部が発足

３
常
任
委
員
会
を
新
設

水
野
会
長
を
再
任

交
通
安
全
の
取
組
を
継
続

第43回 通常総会東京高速道路
交通安全協議会

全ト協

早
期
発
見・早
期
治
療
を

国交省 簡
易
版
Ｓ
Ａ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル

第
２
２
６
回
常
任
理
事
会

第
２
１
２
回
理

事

会
合
同
会
議
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ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
倒
産
件

数
が
減
少
に
転

じ
て
い
る
と
い

う
。
ひ
と
頃
の

厳
し
さ
を
脱
し
た
と
い
う

こ
と
か
◆
東
京
商
工
リ
サ

ー
チ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

今
年
上
半
期
の
倒
産
件
数

は
５
年
ぶ
り
に
前
年
同
期

を
下
回
っ
た
。
燃
料
高
な

ど
に
よ
る
物
価
高
関
連
倒

産
が
約
４
割
も
減
り
、
人

手
不
足
関
連
も
依
然
と
し

て
多
い
水
準
に
あ
る
が
、

減
少
に
転
じ
た
◆
業
況
が

そ
れ
ほ
ど
改
善
し
て
い
る

と
は
思
え
な
い
が
、
コ
ス

ト
増
分
の
転
嫁
が
一
定
程

度
、
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と

が
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

中
小
企
業
庁
の
調
査
に
よ

る
と
、
確
か
に
転
嫁
率
は

以
前
よ
り
改
善
し
て
い
る

が
、
全
業
種
平
均
を
大
き

く
下
回
り
芳
し
く
な
い
水

準
だ
◆
引
き
続
き
懸
念
さ

れ
る
の
は
、
運
転
者
の
確

保
難
と
そ
れ
に
対
処
す
る

た
め
の
賃
上
げ
な
ど
に
伴

う
人
件
費
の
増
大
。
大
手

事
業
者
は
と
も
か
く
、
中

小
で
は
そ
の
運
賃
転
嫁
が

追
い
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
、

さ
ら
に
経
営
を
圧
迫
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
◆
実
質
賃

金
の
マ
イ
ナ
ス
水
準
が
続

く
中
で
、
産
業
界
全
体
で

賃
上
げ
の
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
。
特
に
業
界
で
は

そ
の
加
速
が
求
め
ら
れ
、

今
後
も
人
件
費
の
増
大
は

避
け
ら
れ
な
い
。
持
続
可

能
な
事
業
経
営
の
上
で
、

必
要
な
コ
ス
ト
の
転
嫁
力

が
問
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
長
野
市
に

あ
る「
象ぞ

う
ざ
ん山
地
下
壕

（
松
代
大
本
営
地
下

壕
）」（
写
真
）に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
長

野
駅
か
ら
車
で
30
分

ほ
ど
の
の
ど
か
な
農

さ
ら
に
奥
に

進
む
と
、
至
る

と
こ
ろ
に
横
穴

が
広
が
り
ま

す
。
光
の
当
た

ら
ぬ
先
は
、
漆

黒
の
闇
。
砕
い

た
岩
を
運
ぶ
ト

ロ
ッ
コ
の
線
路

の
跡
も
残
っ

て
い
て
、
何
か

痛
々
し
い
気
が

し
ま
し
た
。

地
下
壕
は
ト

ライターライターライター
八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋
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大本営地下壕を歩く
暗闇で感じる虚しさこ

の
日
は
、長
野
で
も
30
℃
を

超
え
て
い
て
、す
ぐ
に
汗
が
に
じ

み
ま
す
。
で
も
、
入
り
口
で
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
地
下
壕
の
中

に
入
り
奥
に
進
む
と
、暑
さ
は
全

く
感
じ
ま
せ
ん
。
音
も
聞
こ
え
て

き
ま
せ
ん
。

私
が
行
っ
た
時
に
は
人
が
ほ
ぼ

お
ら
ず
、薄
暗
い
照
明
が
奥
ま
で

ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
正
直
、

先
に
進
む
の
が
怖
い
。
奥
に
は
何

や
ら
小
さ
な
影
が
。
こ
ち
ら
に
ハ

タ
ハ
タ
と
飛
ん
で
来
た
の
は
コ
ウ

モ
リ
。
急
に
目
の
前
ま
で
や
っ
て

き
て
、あ
っ
ち
も
驚
い
て
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
い
き
ま
し
た
。

村
の
山
沿
い
に
、そ
の
入
り
口
は

あ
り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、軍

部
は
本
土
決
戦
の
最
後
の
拠
点
と

し
て
、
大
本
営
、
政
府
各
省
な
ど

の
移
転
を
極
秘
で
計
画
し
、終
戦

の
日
ま
で
約
９
カ
月
の
間
突
貫
工

事
を
行
い
ま
し
た
。
当
時

の
金
額
で
２
億
円
と
も
い

わ
れ
る
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、

労
働
者
と
し
て
多
く
の
朝

鮮
や
日
本
の
人
々
が
強
制

的
に
動
員
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
碁
盤
の
目

の
よ
う
に
広
が
っ
た
地
下
壕
は
、

全
長
10
㌔
㍍
ほ
ど
あ
る
と
の
こ
と
。

ン
ネ
ル
の
よ
う
に
、よ
り
便
利
な

生
活
を
目
指
し
て
掘
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
追
い

詰
め
ら
れ
て
造
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
未
完
の
建
築
と
は
い
え
、
何

だ
か
造
り
が
雑
な
の
で
す
。
岩
盤

は
強
い
そ
う
で
す
が
、構
造
上
、米

軍
に
発
見
さ
れ
た
ら
逃
げ
道
を
ふ

さ
が
れ
て
、お
し
ま
い
だ
っ
た
ろ

う
と
思
い
ま
す
。暗
闇
の
中
で
、何

か
虚
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

出
口
に
戻
っ
て
く
る
に
つ
れ

て
、空
気
が
生
温
か
く
な
っ
て
き

ま
す
。
見
学
で
き
る
の
は
５
０
０

㍍
く
ら
い
で
し
た
が
、
20
分
ほ
ど

の
探
検
を
終
え
ま
し
た
。

く
と「
さ
い
の
河
原
」
が
あ
り
、ま

さ
に
「
地
獄
へ
の
定
番
」
の
光
景

が
広
が
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
先

に
は
「
縁
結
び
観
音
」
が
鎮
座
し

新
洞
は
、
１
９
６
２（
昭
和
37
）

年
の
夏
、
奇
跡
的
に
手
つ
か
ず
の

ま
ま
発
見
さ
れ
た
。
ル
ー
ト
は
急

勾
配
な
階
段
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

多
く
、
水
滴
で
濡
れ
て
滑
り
や
す

い
が
、
手
す
り
が
強
い
味
方
で
あ

る
こ
と
を
実
感
す
る
。
こ
の
新
洞

は
、
保
存
・
保
護
の
た
め
金
網
越

し
の
見
学
に
な
る
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
石
筍
・
石
柱
の
光
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。立
派
な
石
筍
の「
金

剛
杖
」
は
約
2
・
5
㍍
も
あ
り
、

大
勢
の
人
が
す
が
っ
て
も
大
丈
夫

そ
う
な
そ
の
姿
は
、
ま
さ
に
名
は

体
で
表
わ
し
て
い
る
か
の
よ
う
。

床
に
固
ま
り
積
も
る
石
筍
は
、

自
然
崇
拝
の
信
仰
を
集
め
る
、
特

別
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出

す
。鍾

乳
洞
の
洞
穴
そ
の
も
の
を
堂ど

う

宇う
（
四
方
に
張
り
出
し
た
屋
根
が

あ
る
建
物
）と
し
、
鍾
乳
石
や
石せ

き

筍じ
ゅ
ん、
石
柱
を
諸
仏
に
見
立
て
た
当

時
の
名
残
は
、
洞
内
の
各
所
に
付

け
ら
れ
た
宗
教
的
な
名
前
に
今
も

残
っ
て
い
る
。
黒
く
、
岩
の
よ
う

に
見
え
る
鍾
乳
洞
は
、
修
験
者
た

ち
が
松た

い
ま
つ明
を
手
に
、
修
行
に
臨
ん

だ
跡
で
も
あ
る
の
だ
。

進
ん
で
い
く
と
、
地
底
へ
続
く

1
㌢
㍍
伸
び
る
の
に
約
１
３
０

年
、
天
井
か
ら
下
が
る
鍾
乳
石
は

約
70
年
を
要
す
る
と
い
う
。
と
て

つ
も
な
い
長
い
時
を
経
て
造
ら
れ

た
鍾
乳
洞
か
ら
出
る
と
、
す
ぐ
に

眼
鏡
が
曇
っ
た
。
立
て
続
け
に
5

回
拭
い
て
、
現
実
世
界
に
戻
っ
て

き
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

東
京
都
で
は
、
梅
雨

が
明
け
る
前
か
ら
真
夏

日（
最
高
気
温
30
℃
以

上
）の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

６
月
の
真
夏
日
は
13
日

と
、
ほ
ぼ
半
月
を
占
め

た
。
統
計
開
始
以
来
最

多
を
記
録
し
、
熱
中
症

へ
の
注
意
が
呼
び
か
け

ら
れ
、
冷
却
ス
プ
レ
ー

な
ど
の
「
ひ
ん
や
り
グ

ッ
ズ
」
の
売
れ
行
き
も

好
調
と
い
う
。さ
ら
に
、

６
月
か
ら
事
業
者
に
は

熱
中
症
対
策
の
義
務
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
で
は
「
今

年
の
夏
も
沸
と
う
京

て
い
て
、
死
と
生
が
交
錯
す
る
よ

う
な
こ
の
場
所
で
、
一
体
ど
の
よ

う
な
縁
を
結
ぶ
の
だ
ろ
う
か
―
―

な
ど
と
考
え
つ
つ
新
洞
へ
。

定
さ
れ
て
い
る
。
一
人
が
通
れ
る

ほ
ど
の
狭
い
入
り
口
を
入
る
と
、

至
る
と
こ
ろ
に
「
頭
上
注
意
」
の

表
示
が
あ
り
、
一
歩
中
に
入
る
と

い
き
な
り
〝
ひ
ん
や
り
〟を
通
り

越
す
冷
気
だ
。寒
が
り
の
人
な
ら
、

羽
織
る
も
の
が
ほ
し
く
な
る
く
ら

い
だ
ろ
う
。
洞
窟
内
は
気
温
11
℃

前
後
で
、
照
明
は
あ
る
も
の
の
入

り
口
か
ら
下
っ
て
い
く
薄
暗
い
道

は
、
そ
れ
だ
け
で
異
界
へ
の
誘
い

の
よ
う
に
思
わ
せ
る
が
、
地
面
が

水
滴
で
濡
れ
て
い
る
た
め
、
滑
り

や
す
い
靴
は
要
注
意
だ
。

洞
内
は
、
一
般
的
な
鍾
乳
洞
に

よ
く
見
ら
れ
る
乳
白
色
で
は
な

く
、
知
ら
な
け
れ
ば
岩
屋
に
も
ぐ

り
こ
ん
だ
か
の
よ
う
に
感
じ
る
、

黒
ず
ん
だ
色
を
し
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
余
計
に
異
界
め
い
た
雰

囲
気
が
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
の

だ
。「
香
炉
岩
」
や
、「
水
琴
窟
」
の

神
秘
的
な
音
を
聞
い
て
な
ご
む
。

弘
法
大
師
の
修
行
の
場
所
と
伝
え

ら
れ
て
い
る

「
弘
法
大
師

学
問
所
」
で

は
、
こ
こ
が

信
仰
の
鍾
乳

洞
で
あ
り
、

鎌
倉
時
代
か

ら
修
験
道
の

聖
地
と
し
て

命
を
守
る
行
動
を
！
」
と
呼
び
か

け
、暑
さ
情
報
が
入
手
で
き
る「
東

京
暑
さ
マ
ッ
プ
」
の
活
用
も
促
し

て
い
る
。

暑
い
日
の
〝
ひ
ん
や
り
〟を
求

め
て
、奥
多
摩
の
日に

っ
ぱ
ら原
鍾
乳
洞
へ
。

関
東
で
は
最
大
規
模
の
自
然
遺
産

と
し
て
、
都
の
天
然
記
念
物
に
指

穴
の
よ
う
な
「
地

獄
谷
」
の
入
り
口

が
あ
る
。
急
勾
配

の
階
段
を
降
り

る
と
、
そ
こ
に
は

「
三
途
の
川
」。
そ

の
先
に
広
が
る
の

は
日
原
鍾
乳
洞
の

大
き
な
見
所
の
一

つ
、「
大
空
間
」だ
。

か
つ
て
地
底
湖
が

崩
落
し
て
で
き
た

と
さ
れ
る
巨
大
な

ド
ー
ム
型
の
空
間

で
、
高
さ
は
約
30

㍍
あ
る
。
こ
の
空

間
が「
死
出
の
山
」

へ
の
階
段
の
始
ま

り
だ
。
上
っ
て
い

さいの河原

金剛杖

三途の川

弘法大師の学問所

死
出
の
山

冷風を求めて地底大空間へ自
然
の
神
秘
の
中
の
歴
史

日
原
鍾
乳
洞
で
悠
久
の
時
を
見
る
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　東ト協ホームページ（HP）内の特設サイト「トラックフェ
スタTOKYO online」では、フェスタの情報だけでなく、こ
れまでに開催したフェスタなどのコンテンツを掲載。さら
に、フェスタ2025に関する最新の情報は、Facebookアカ
ウント「東京都トラック協会『トラックフェスタTOKYO』」
や、Instagramアカウント「トラックフェスタTOKYO（＠
truck_festatokyo）」から随時発信している。アカウントを
フォローすることで、最新情報を入手できる。

　東ト協は、フェスタ関連のイベントとして、「トラ
ックフェスタフォトコンテスト」を今年も実施す
る。来場者がフェスタ会場内で撮影した写真から
入賞作品を決定するもの。所定のハッシュタグを
つけてInstagram（インスタ）に投稿された写真を
対象に、入賞作品を選ぶ。

フェスタ最新情報

トラックフェスタフォトコンテスト

　東京都トラック協会は、9月
14日（日）午前9時30分から
午後4時30分まで、渋谷区の

代々木公園野外ステージ・イベント広場・ケヤキ並木で、「トラックフェス
タ TOKYO 2025 ～親子で体験 安全と環境～」を開催する。様々なス
テージイベントやアトラクション、キッチンエリアなど、フェスタの楽しさを
継承している。
　今年のフェスタでは、開催エリアをケヤキ並木まで拡大して、協賛トラッ
クメーカーや架装メーカーがブースを出展。大型から小型まで様々なトラ
ック、EVトラックをはじめ先端技術のトラックが一堂に会する予定。各ブ

ースでは体験乗車をはじめ、趣向を凝らしたイ
ベントが開催され、来場者にトラックを身近に感
じてもらう。
　また、トラック輸送が平時には生活と経済を支えるだけでなく、災害時
には重要な役割を担うとともに、トラック輸送が人と人をつないでいくこと
をアピールするため、昨年に続き、自衛隊の協力で災害支援車両の展示
や、被災地への復興支援を行う。今年は、「能登出張朝市」として、去年
よりグレードアップして地元名産品の紹介・販売などを行う。
　さらに、各支部ブースは、ブロック単位など複数の支部で運営し、支部
間の交流だけでなく、効率化を図っている。

【募集期間】9月14日～ 30日まで。 【募集内容】募集
期間中にインスタ公式アカウント「@truck_festatokyo」をフォローの

上（二次元コード参照）、キャプションなどに撮影地や被写体の説明を記載し、ハッシュ
タグ「#トラックフェスタTOKYO2025」をつけ、トラックフェスタの会場の様子を
撮影した写真をインスタにて投稿。 【審査方法】 「トラックフェスタTOKYOの魅力を
発信」をテーマに、実行委員会の審査により決定。 【入賞／賞品】最優秀賞（1名）／ク
オカード3万円分、特別賞（2名）／同1万円分、入賞（10名）／同1千円分。 【入賞作品の
発表】東ト協HP・インスタで発表。詳細は、東ト協HPのフェスタ特設サイトを参照。

開催概要

応募フォーム
二次元コード

インスタ投稿から入賞作品を選定

拡大エリアにトラックが集結
復興支援へ「能登出張朝市」

代々木公園で開催9月14日トラックフェスタ TOKYO 2025

ステージイベント

災害支援車両エリア

能登出張朝市

様々なイベント

トラックメーカーブース

SNSで発信
中！


